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寮 祭 実行 委員 長 挟 拶 
究 祭 で ある ! 


・・「 寮 祭 ? 何 それ ?」 

・ < | コマ リョ ー? 何 、 ま だ や っ て ん の み の ?」 

・・・ あ あ 、 な ん と いう こと だ 。 有 駒場 寮 が 、 歴 史 の 痢 に 葬 ら れ よ うと し て いる 。 そ し て 、 歴 
中 と 伝 続 あ る 由緒 正しき 駒場 寮 祭 も 、 忘 れ ま られ よう と し て いる の か 。 実 は 寮 祭 は 、 馬 場 祭 
の 前 身 で も あっ た と いう の に 。 ど うし て な ん だ ろう か 。 な に が お こっ た の だ ろ うな か 。 今 の 教 
育 に は 、 す こし も お か し いと ころ が な い の だ ろう か 。 そ うい えば 、 か の 偉大 な る 江田 島 塾 長 
は こう いわ れ た そう だ 。「 て め え ら の 教育 で 一 体 ど ん な 学生 が 育っ た 。 ひと り じ ゃ ショ ン ベ ン 
も で き ね ぇ あ た ま で っ か ちの 青 ビ ョ ウタ ン ば か り じ ゃ ね え か 」 と 。 そ の 歪み が 凝縮 され て い 
る の が 、 八 ・ 二 二 、 強 制 執行 で は な いか 。 

・・「 駒 寮生 、 が ん ば れ 。」 

・・ お お っ 、 い た か 腔 国 の 士 ! 

攻 場 容 は 、 生 活 共 同体 で ある と 同時 に 、 教 育 の 機会 均等 を 保障 する 良き 学び 舎 で ある 。 だ 
か ら こ ん な 言葉 も うま れる 。「 フ フフ ここ は 真 の 学内 自治 寮 よ 。 こ こ で 鍛え られ た 学生 は 、 文 
化 ・ 政 治 ・ 経 済 ち あら ゆる 分 野 で 日 本 の 巡 を 取っ て ゆく こと に な る だ ろ 2。」 

寮 祭 と は 、 皆 が 鍛え 々 上 げ ら れ た 体力 ・ 知 性 の 持ち 主 で ある か どう か を 試さ れる 、 い わ ば ひ 
と つの 「 試 績 」 で ある 。 人 は 試練 を 通じ て 磨 か れ て ゆく の で ある 。 だ か ら 真 の 猛者 は こう 言 
う の だ 。「 寮 代 ・・・ 真 に 東大 を 極め ん と する 者 な ら 、 そ の 名 を 聞い て ひき さがる わけ に は い 
きま すま い ] と 。 

寮生 た らち は な に を や ろう と し て いる の か 。 そ も そ も 去 る 八 月 二 二 日 に 行わ れ た 強制 執行 は 、 
実に 一 方 的 か つ 暴 力 的 な も の だ っ た 。 ま る で 「 駒 寮生 ・・・ 貴 様 ら の 犯 し た 罪 は 山 よ り も 大 
きく 海 より も 深い 。 貴様 ら は 大 学 よ り も 火葬 場 に 行く べき だ 。」 と で も 言わ ん ば か り に 。 明 寮 
跡地 に 突如 出現 し た 駒場 寮 テ ント 村 は 、 学 部 側 の 一 連 の 「 権 力 ・ 財 力 ・ そ し て 禁 力 」 に よる 
圧 制 へ の 回 答 の 一 つと 言え る か も し れ な い 。「 こ こま で コケ に され て 下 を 向い て る 位 な ら 、 俺 
は いつ で も 人 間 を や め て や る ぜ 。」「 え え か 、 見 さら せ 。 こ れ が 駒 寮 生 の 根性 じゃ ー。」 こ うし 
た 寮生 の ENERGY は 、 決 し て 「 無 理 だ 。 奴 ら を コロ すこ と は で きん 。」 と 思わ せる た め の も の 
で は な く 、「 あ た り ま え の こ と を 、 あ た り ま え に や る 」 と いっ た 、 ま あい わ ゆ る ! 自 治 」 な る 
も の に 向け られ て いる に 相違 な い 。 

寮 祭 は 、 寮 の 主張 を アピ ー ル する 格好 の イベ ント で ある と 考え て いる 。 と は いっ て も そん 
な に 固く うけ と め ず と も よろ し い 。「 ハ ッ ハ ハハ 、 ま あこ れ は ほん の お 祭り で すわ 。」 ま すず は 
ビラ を 、 パ ン フ を 、 企 画 を 、 そ し て 寮 祭 その も の を 見 て いっ て ほし い 。 そ れ で も わか ら な い 
と き は 寮生 に 開い て ほし い 。 そ こ に は 「 廃 穴 じ しゃ ー。 な に が あっ て も 廃 穴 レネ ー。」 な ん て 言 
う よ り も 、 は る か に まっ と うな 理論 と 、 筋 の 通っ た も の が ある と いう の が 見 えて くる だ ろ 2。 

この パン フ を 手 に し た の も 何 か の 縁 。 ま あご ゆる り と 楽し ん で いっ て くだ され 。 

以上 で ある 。 


お っ と 、 一 番 大 切な こと を 忘れ て お っ た 。 わ し が 東大 駒場 寮 寮 祭 実行 委員 長 で ある 。 


参考 文献 : 民 明 書 房 刊 各 書 
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秋 の 寮 祭 に 来 ら れ た 皆さん 。 
PR お 忙し い 中 、 よ うこ そ 

らっし ゃ いま し た 。 

4 銀 符 並木 
の つき あたり に ある フェ ンス の 
中 に ある 駒場 密 と いう 寮 で 生活 
を し て いま し た 。 し か し 、 有 場 
寒 は 今年 の 8 月 22 日 に 強制 執行 
され て し まっ た た め 、 私 た ち 、 
駒場 寮生 は 、 や お む を 得 ず 駒場 寮 
明 寮 の 跡地 に 「 テ ント 村 」 を つ 
くっ て 、 そ こ で 生活 を し て いま す 。 

この よう な 状態 は 、1991 年 の 臨時 教授 会 で 学生 に 秘密 の まま 、 ずみ Pe 
閉鎖 、 了 取り壊し が 一 方 的 に 決定 され た こと に 起因 し ます 。 学 生 は 、 ス トラ イキ や 学生 投票 
よっ て 、 こ の 一 方 的 な 「 廃 穴 」 に 反対 し て きま し た 。2001 年 の 強制 執行 直前 に も 、 ーー 
で 駒場 密 の 存続 を も と め る 主文 が 批准 され まし た 。 そ れ で も 、 教 養 学 部 当局 が 駒場 宏 の 「 廃 
kt 

そし て 、 生 活 の 場 が 奪わ れ た 私 た ち は 、 ひ と まず 「 テ ント 村 」 建 設 に よっ て 、 現 在 も 、 察 
自治 会 と し て 活動 を し て いま す 。 そ し て 、 寮 祭 も 寮 祭 実行 委員 会 "の 和 何と か 開 
催 ま で 満 ぎ つけ まし た 。 

「 テ ント 村 」 の 取り 組み の 中 身 に つい て は 、 こ の パン フレ ッ ト に 詳し い 文 章 が 載っ て いる 
の で 、 赴 非 そ ちら を お 読み 下さ い 。 


強制 執行 と いう 普通 で は 考え られ な い 経 験 する 中 で 、 各 々 の 寮生 は 、 様 々 な こと を 感じ た 
と 思い ます 。 今年 の 穴 祭 は 、 楽 し い お 祭 り で ある と 同時 に 、 私 た ち が 感 じ た こ と を 発信 し て 
いく 機会 に し た いと 思っ て いま す 。 

多く の 人 た ち に と っ て 、「 テ ント 村 」 は 大 学 の 窒 ぼ きき 地 に 突如 出現 し た 得体 の 知れ な い 邪 魔 者 
か も 知れ ませ ん が 、 宗 を 通じ て 、 私 た ちの 取り 組み が 多く の 人 に 伝わっ て いく こと で 、 一 
人 で も 多く の 人 の 理解 が 得 ら れる こと を 願っ て 所 拶 と し ます 。 


駒場 寮 委 員 長 石田 精一郎 
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5 月 の 学生 投票 で の 駒場 宮 存 続 の 批准 に も 関わ ら ず 下さ れ た 不当 極まりない 5・31 高 裁判 
決 以後 、 駒 場 褒 は 「 強 制 執行 状況 」 と 呼ぶ べき 情勢 に 突入 し た 。 国 ・ 大 学 当局 は 不当 判決 を 
口実 に 衰 生 叩 き 出し の 強行 を 狙い 、 喪 生 は 強制 執行 の 危機 を に ら み つつ も あく まで 話し 合 
い に よ る 解決 を 求め る 運動 を 継続 し た 。 7 月 12 日 に は 学部 長 団交 が 持た れ た が 、 そ の 内 容 
は あら か じ め 用 意 され た 廃 寮 完遂 方 針 の 一 方 的 宣言 に 過ぎ な か っ た 。 寮生 は 、 問 答 無用 の 
廃 吉 方 針 に 抗議 し つつ も 、 寮 自治 会 の 移行 先 と し て の 暫定 プレ ハブ 施設 を 要求 する 「 自 主 退 
去 を 含む 新た な 提案 」 を 行い 、 当局 を 話し 合い の テー ブル に 引き ずり 出し た 。 し か し 、 学 生 不 
在 の 夏休み に 入る や 、 当 局 は その 暴力 的 な 本 性 を 剥き 出し に し て 、 話 し 合い と 強制 執行 断 
行 は 無関係 で ある と 開き 直っ た 。 こう し た な か で 、8 月 8 日 、 執 行 官 に よる 暴力 的 な 明け 濾し 
の 「 催 告 」 に 便乗 し て 、 大学 当局 は 大 量 の ガー ド マ ン を 導入 し て 寮 建物 の 全 周 囲 を 取り 囲む 
フェ ンス 設置 工事 を 強行 し た 。 そ れ で も 寮生 は 話し 合い に よる 解決 を 求め て いっ た が 、 つい 
に 大 学 当局 は 話し 合い の 打ち 切り を 一 方 的 に 宣言 し 、8・22 強 制 替 行 へ と 突き 進ん で い <。 
ー の ドキ ュ メ ンタ リー ビデ オ は 、 7 月 定例 教授 会 に さか の ぼっ て 「 強 制 執行 状況 」 か ら 執 行 当 
日 まで の 様子 、 さ ら に テン ト 村 を 建設 し て 学生 自治 を 守り 発展 させ て いく 闘い を 継続 する 馬 
場 宮 自 治 会 と 全国 の 支援 者 の 、 自 治 破 壊 攻撃 に 抗 する 姿 を 収め た も の で ある 。 


お 願い : 現 在 、 駒 場 褒 自 治 会 は 厳し い 財 政 状況 に あり ます 。 参 加 は 無料 で す が 、 上 映 会 当 
日 に 『 東 大 駒場 喪 強制 執行 一 廃 寮 に 抗 し て 一 』 を を 販売 し ます 。 是非 お 買い 求め の うえ . 学 
生 目 治 問題 ・ 大 学問 題 を 考え る た め の 手 掛か り と し て 広く ご 活用 くだ さい ! 斎 祭 期間 中 に は 、 
カン バ パ も 受け 付け て いま す の で 、 ど うか よろ し く お 願 いし ます 。 


郵便 振替 口座 :00180 一 フー186782 駒場 害 委 員 会 


トド 火 の 宗 侍 。 察 等 量 会 企画 
窟 紛 務 方 太 


「8 月 22 B 駒場 で ご 何 が 起こ っ た か 」 
11 月 23、24、25 日 昼 穴 祭 ステ ー ジ に て 


現在 、 Pe \ ま す 。 し か し 、 多く の 学 
生 の 次 さん に は 、 駒場 穴 の 建物 が 瓦 際 と 化し 、 穴 生 が テン ト 村 で 生活 を 余 PP 
正常 See 上 し 、 ク ラス ルー ム な ども 使用 で きた 夏 学 期 と の 間 に 何 が 起こ っ た の か は 正確 に | 
拒 所 で き て いな いで し ょ う 。 その 前 後 を 決定 的 に 隔て る 8 月 22 日 は 夏休み の 渦中 で あり 、 学生 の 目 
か ら 隠 池 し た まま 強制 執行 を 何事 も な く 遂 行 す る こと こそ 学部 当局 の ね ら っ た も の だ っ た か ら で す .。 

吾 出 13 号 が 直撃 する 中 、 法 的 に も 違法 で あり 、 警察 権力 も 導入 され る 中 、 駒 場 で 何 が 起こ っ た の 
か 。 8 月 22 日 に 行わ れ た 許さ れ ざ る 絹 制 執行 の 問題 性 と 、 現在 の テン ト 村 で の た た か い の 現 状 と 目 
指す も の を 寮 委員 長 自ら が 詳し く 解説 し ます 。 また 、 当 日 立ち 会 っ た 弁護 士 や 、 他 大 学 の 実生 も 参 
加 す る 予定 で す 。 


テン ト 材 か ら 反 撃 の 狼煙 を 
た た か い は 紀 刺 執行 を 胡 え て ad 


駒場 穴 前 フェ ンス に て 


寮 祭 、 駒 場 祭 の 来場 者 の 皆さん に 、10 年 間 の 廃 寮 闘争 と 、 先 日 の 強制 執行 、 現在 の テン ト 村 で の 
闘い な ど を 簡単 で は ある も の の 知っ て いた だ き 、 是非 よく 考え て いた だ く た め に 、 写真 を 交 えた 文 草 
を フェ ンス に 掲示 し ます 。 不 十 分 で は ある も の の 、 こ れ を 読ん で 寮 問題 へ の 理解 を 深め 、 駒 場 究 へ 
の 支援 ・ 支 持 を お 願い し た いと 思い ます 。 他 寮 か ら の アビ ピー ル も 掲示 し ます 。 


XX Y59. 5 に 上 忠 イ 4 る 忠 還 ら 総和 作 そ 福 介 AUCa で 、 で ひで ご覧 生 ミ さい 。 


テテ 


アデ アフガニスタン へ の 侵略 戦争 反対 ! 小泉 政権 の 自衛 隊 海 外 派兵 反対 


PL 〇 サメ ド 映 画 部 制作 


『 土 地 の 日 』 


日 本 ・ ア フ ガ ニス タン 合作 映画 


『 よ み が え れ カ レー ズ 』 


(1 1 月 30 日 まで BOX 東中野 で 劇場 公開 中 の ドキ ュ メ ンタ リー 映画 ) 


ング ルー ア 休 ン ルリ テア 


[代表 介 こ | 表 え られ な か っ た 半 統 シリ ー ズ な ど 。 カメ ラマ ン と し て は よみ が えれ カレ ー ズ 1 制作 携わる) 


9 月 1 1 日 の 米 同 同時 テロ を 日 実に 「 報 復 」 の 名 の も と に 行わ れ た アフ ガニ スタ ン に 対す る 


侵略 戦争 の 発動 か ら 、 早 くも 1 ヵ月 半 が 経ち まし た 。 ビン ラディ ン が テロ の 首謀 者 で ある 確 た 
る 証拠 も な いま ま 、 タ リバ ン と の 交渉 を 一 切 拒否 し て 連日 の 空爆 を ほし いま ま に し た の が ブッ 
ジュ ・ プ レア 政権 で す 。 空 爆 の 「 目 的 」 も!「 テ ロリ スト 」 硝 捕 か ら 、 い つの 間 に か タリ バン 打 
倒 に 変わ っ て いま す 。 日 本 政府 も また 、 MM PR を 出し た テロ を あか ら さ 
ま に 「! 天 佑 」 と 呼ん だ よう に 、 火 事 場 泥棒 的 に PP 有事 立法 化 を 推し 進め て い 
ます 。「 テ ロ 文 援 特措法 」 と いう 名 の wordkdms 、 わ ず か 2 0 日 間 と いう 前 代 未 聞 の ス 


PP また テロ 対策 を 口実 に し た 治 
安 強 化 が 現実 の も の と な っ て いま す 。 一 方 、 タ リバ ン の 予想 外 に 早い 撤退 を 受け て 、 ポ スト ・ 
タリ バン 政権 を 巡る 水面 の 隊 け 引き が 一 挙 に 公然 化し 、 事 態 は 急 に 推移 し て いま す 。 他方 、 


焼け 出さ れ た 多く の 人 々 が 冬 の 到来 と と も に 餅 死 ・ 凍 死 の 危機 に さら され て いま す 。 


や 、 


作 界 最強 の 超大 国 7 HE て 問答 無用 の 爆撃 を 行う 理由 は な ん で し ょ うか 。 そ し て 最 
錦 国 の 暫定 政権 構想 に 日 米 や 欧州 各国 が 対立 し て まで 日 を 出す 理由 は 一 体 な ん で し ょ PP 


di PPTDPhiceiP いる 
の で は な いで し ょ うか 、。 
こう し た こと を 考え る た め に 、 ド キュ メン ジン タリー 上映 と レク チャ ー の 集い を 開催 し ます 。 多 


IL, で HP 


日 時 :11 月 24 日 ( 土 ) 午後 5 時 半 ー 


場所 : 駒 場 誤 テン ト 村 屋 外 会 場 (雨天 「 長屋 」 内 ) 
参加 費 : 無 料 主催 : 駒 場 宏 逐 実 行 委 員 会 


克 ご ゾ マ ムラ の 奏 葵 克 め る 
ぞ り O7 好 / 基 労 / 敢 落 の 万 ( 盆 )_ 


氏子 次 邦 護 ナカ の" グ ク た が っ だ / 


誠彦 を 圧 の 了 チ か ら 履 ん 、 謝 た ろ の 密 導 に 夏 ろ 故 そ る 


ラダ 送 准 放 誠 


1 1 月 28 日 ( 金 ) 午後 3 時 こら 時 
テン ト 村 特設 小 テ ント に て (予定 ) 


こん な 悩み を お 持ち の 方 、 相 譜 に 乗り ます 
〇 「 パ ー ト だ か ら 」 と いっ て 、 有 給 休暇 が も ら えな い 
〇 バイ ト 先 で 、「 も う 来 な く て いい 」 と 言わ れ た だ 
〇 アパ ー ト の 大 家 が 修繕 費 を 請求 し て きた 
の 刑事 に 尾行 され て いる 
その 他 何 で も 。 無 料 。 た だ し 、 人 生 相談 ・ 健 康 相談 お 断り 。 


表 祭 企画 

小泉 首相 ・ 石 原 都 知 事 の 靖国 参拝 に 怒 ! 

違 電 訴 訟 で 目 を 覚ます 講演 の 
券 2 め / の ガ 大 存 旋 ナ / 交 久 宅 く 東寺 


煽 ら れる 小泉 フィ ー バ ー。 で も 、 そ の 裏 に は 自衛 隊 を 出兵 させ て 戦争 を し た く て た ま ら 


な い 小 泉 の 腹 時 い た くら み が あ っ た ! P させ る か ら に は 、「 内 閣 総 理大 臣 」 と し て 「 国 僚 」 


こぐ 半 い ス ン と ュ = 和 が ハ +- こ 』 に っ (| こ [ ゴ イェ ョ よ ま NE ーー は ーー 一 ーー 
の シン ボル に お 参り する 必要 が あっ た か ら 、 小泉 は 国内 外 か ら の 反対 の 声 を 無視 し て 、 
YS YY ゴリ ーー お 所 ュー > 1 2 「 セー ジッ シー - と た デイ リー L『』 ビー に 1 と 。 1 ヾ デ や 
月 1 3 日 に 靖国 「 目 衛 際 を 外国 に 出兵 きせ た いか ら 、 ど うか どう 


みみ 志 テー こ ぞ | 記号 =- チ ) デ 和 女 て > も だ / ギ チチ ング - ご ー た 、 計 入 の 二 X Pr 
か 戦 汗 を 起こ し て くだ さい 」、「 敵 霊 」 た ち に 所 り る 3 と う も た 「 天 佑 


これ は 大 変 、 1 1 月 1 日 に 大 阪 
で 小泉 の 靖国 参拝 の 違 起 性 を 問う 


大 刊 が か 、 7 UuU 入 の 玉 吾 司 に ふっ 
定 = 計 ご さ メ 4 し 7 に 。 > レ の ) | * 宋 ( 二 

「 世 の 中 お か し い 人 た ちがい る も 
ん だ 。 話 に な らん 」 と 怖 直 る 始末 。 


変人 」 を 気 取 る だ け あ っ て 、 間 


+ モ ーー EN ーー * テ se ズ 「 キュ 
去 を 根拠 に 擬 判 りな は プ N ババ 人 の な 3 づつ 


か し い 人 人 」 に し か 見 えな いら し い 。 
如 法 違反 ! 変 人 」 は も うた くさ ん ! 


中 3 貞 (は ( う ! 
| 「 日 本 の デモ は 左側 通行 な ん だ よっ ! 覚え と け 小 泉 ! 」 
公式 参拝 反対 ! 戦争 協力 に ノー ! を 訴え る デモ (8 月 15 日 ) 


7 ど ダダ タ 三 / 石 ) 婦 7 の 
タク 4 紛 テ デン ム 昼 外人 会 桶 
良 商用 ・ 旬 人 往 郊 甘 且 と 衝 生 急 // し くみ の ペー ジ を 尼 と あ / 


0 


靖国 参拝 違 恵 訴 認 ( 東 京 弁 護 団 ) 


今年 8 月 1 3 日 、 小 泉 育 相 は 
内 外 の 強い 反対 警告 に も か か 
わら ず 、 赴 豆 ・ 違 法 な 靖国 神社 
参拝 を 強行 し まし た 。 ま た 、 石 
原 東京 都 知事 も 同月 1 5 日 、 昨 
年 に 引き 綻 き 靖 国 へ 参拝 し て 
いま す 。 この よう な 違 副 行為 を 
浴 し て 評 し て は な ちな いと れい 
りこ どこ の 東京 で 希 今 宇 1 
2 月 7 日 に 東京 地裁 へ 『 首 相 ・ 
太 知 事 靖 国 参拝 門 訴 訟 』 を 起 
こし ます 


衣 訴え の 柱 は 三 つ 


①) 小泉 首相 の 靖国 参拝 に よっ 


原告 人 募集 
決起 集会 12 月 6 日 


訴 予 定 日 12 月 7 日 (記者 会 見 予定 


折り し ゃ も 、 米 国 は テロ 行為 に 
対す る 報復 の た め の 武 力行 使 
に 動き 出し 、 日 本 も これ に 追随 
する 動き を 強め で いま す 、 こ の 
裁判 に お いて 「 靖 国 」 が 軍国 主 
本 の 精神 的 支柱 で あっ た こと 
を 明らか に する と と も に 、 侵 略 
職 争 の 責任 を も う 一 度 明確 化 
し 、 そ の 上 で 日 本 が 再び 侵略 戦 
争 を 起こ さ ぬ よ う 、 力 を 尽く し 
表し よう 。 

それ と と も に 、 靖 国 参 拝 が 憲 


法 の 保障 する 政教 分 離 原 昌 に 
用 反 し 、 個人 の 思想 ・ 信 教 の 正 
由 を 着 し く 侵 害し た と こと に 
も 抗議 し て いき まま し よう 。 
この 裁判 で は 、 国 籍 も 年 齢 も 
居住 地 も 間 わ ず 、「 靖 国 参拝 」 
と いう 禁 挙 を 許さ な いす べ て 
の 皆さん が 原告 に な れ ま す 
「 当 任 状 」 に 賭 名 擦 肥 し て 、 出 来 
れ ば あな た の 「 思 い 」 も 添え で 
下記 送付 先 ま で 再送 りく だ さ 
y い 。 


て 信教 の 自由 を 害さ きれ た こと に 対す る 国家 賠償 請求 許 訟 に な り ま す . 


② また 、 石 原 都 知 事 の 靖国 参拝 に つい て も 、 国 家 賠 償 訴 訟 を 求め まし ょ う . 
(①③ さら に 、 以上 の よう な 参拝 を 2 度 と 許さ な いた め に 、「 将 来 に わた る 首相 、 都 知事 の 靖国 参拝 差 し 


比 め ] を 請求 し ます 


文 誰 で も 原告 に な れ ま す 
d) 今回 の 国 賠 訴訟 で は 、 小 泉 首相 ・ 石 原 都 知事 が 、 戦 中 ・ 戦 


られ 、 現 在 で も 一 


て 原告 の 構成 > 


示 孝 法人 に 過ぎ な い 靖 国 神社 に 参拝 し た と いう 


み マ っ 
りこ 
つて パ ーー 


お いて 軍国 主義 の 象徴 と 位置 付け 
こと で 、 個 人 の 信仰 の 自由 が 害 


され た こと を 根拠 と し て 、 尉 謝 料 請求 を 行い ます 。 現 役 の 導 相 や 都 知 事 が 、 内 外 の 反対 を 押し 切 
こと は 、 国 家 と 宗教 と を 分 離し た 憲法 の 規定 に 明確 に 人 違反 し て お 


っ て 靖国 神社 に 参拝 を 強行 し た 


計 守 。 


ww て 『 


② また 、「 将 来 に わた る 差し 止め 」 に つい て も 、 ど な た で も 原告 と な れ ま す 。 


③ 東京 訴訟 に 先立っ て 、 大 阪 や 九州 、 四国 に お いて も 、1 1 月 1 日 


に 靖国 国 賭 訴訟 が 提起 され まし 


た 。 ゃ も っ と ゃ 、 都 知事 の 参拝 に つい て 着 憲 性 を 問う の は 、 こ の 東京 訴訟 が 初め て で す 。 
(④ 大 都市 東京 と いう 地の利 を 生か し て 、 全 国 の 方 に 参加 し て いた だ きた いと 考え て お り ま す -. 


文 原告 夫 集 の 詳細 (締め 切り 


1 1 月 末日 ) 


① 委任 状 に 日 付 ・ 住 所 ・ 名 前 を 記入 し 、 所 定 の 位置 2 か 所 (名 前 の 後 と 捨て 印 ) に 、 印鑑 を 押し て 


下さ い 


② 委任 状 に 加え て 訴訟 へ の 思い を 語る 文章 も 提出 し て で もらえれ ば 幸い で す 。 
③ 原告 カー ド に 記入 の 上 、 委 任 状 と 共に 、 下 記事 務 所 宛て に 返送 し て くだ さい 。 


返送 先 : 東京 法律 事務 所 
〒160 一 OO004 東京 都 新 宿 区 四谷 1 一 2 
弁護 土管 山 沿 人 宛て 


伊 膝 ピル 6 階 


5 だ 


1 


て, で 


6 る ted/ F 


日 時 . 衝 日 久 欧 上 本 
値 角 2po 円 . 


山形 大 学 学 察 自治 会 の 屋台 


内 容 炊き 込み ご 飯 
ご 合 11 月 24 日 、25 日 の 昼間 
こと ころ 寮 祭 屋台 


山形 大 学 学 察 自 治 会 が 、 本 場 『 山 形 の 味 』 を 皆さん へ お 届け 
し ます 。 ぜ ひ お 越し 下さ い 。 


か 1。 B 
つう Re 
Ok Fg 


〇 又 き BE 折 隔 料 半 束 コー ス 、 所 撮っ 


や いし か ~ 素 当 ② カ s . は P。 有り) (て 4 色 の UD < 


へ 王 
人 も (介入 あう 。。 
史 尿 入り で < っ うさ の 人 縛 机 で まう 竹 w の っ に -( コ 


PT EHPoso 1 材 50 円 ・ 


むい + ッ 3 3。 (第 和合 ・ の > え - あり 3 3 ) ' 


OPEN 
AM (OOO= う 一 
P\ パ -OO ご > 


スト 調和 3 MM 


pr Noro 5 ns elaves 


と ころ : カフ ェ (な ん か 百 い 家 ) 
と き : 穴 祭 の 夜 


ね だ ん :200 
- さ 紀 


自主 管理 の 下 、 酒 を 喰らい 、 議 論 セ ヨ 。 


(6 


カ ・ ラ う ・ オ ・ ケ 


9 
9 
ッ 
RG 
2 
ン 
5 
OHー 
\ ド 


を PE | を. :ey よし 中 )) い ) 


- ゆ 3 7 ァ め ) 「 う い ) 十 : し ) 


/ 還 = 
さり カリ も 人 入 は いし ょ うら 


そら 3 ん 系 哨 to 
和 2H 呈 林 車 o (X) 
国 4 失 放 PP 。 で し 、 マナ -(3 時 9 っ 


w 4W 香 陰 條 画 co 殺 ゃ れい に KU 1 スイ て 科す る で かり ます . 
か ご で て そい 。 


ン 
人 


23.2 和 日 8 ト 周 催 
rs 3AAyy% 
を bp 可能 1 な で エ に し て ね の 


X 13 US も Y は 2 
) leo 一 , 7 年 (て) い 3、22:p0 て 2 
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個人 企画 


与 真 展示 


僕 は 駒場 寮 存 続 を 求め 、 活 動 し て きた 一 寮生 で す 。 あ の (許し 難い 1! !) 強 
制 執 行 の あと も 、 テ ント 村 で 生活 と 活動 を 続け て いま す 。 

寮 祭 で は 、 強 制 執 行 で 駒場 穴 を 呆 き 出さ れ 、 テ ント 村 で 生活 と 活動 を 継続 す 
る 寮生 た ちの 写真 を 。 

課題 で カメ ラ を 使っ た の が きっ か け で 、 今 月 に 入っ て か ら 写 真 を 撮る よう に 
な り ま し た 。 へ た くそ な の で ピン ぼけ 写真 や 暗い 写真 、 変 な 写真 も あり ます が 、 
カフ ェ の 片隅 を 借り て 皆さん に 見 て 頂き た いと 思い ます 。 あ まり た くさ ん は あ 
り ま せん が 、 簡 単 な 説 明 も ある の で 、 ど な た 様 も よろ し く お 願 いし ます 。 

今回 の 寮 祭 を 通し て 、 起 非 テ ント 村 に 触れ て 下さ い 。 そ し て 寮 祭 の あと も テ 
ント 村 を 応援 し て 下さ い ! 


場所 テン ト 村 の カフ ェ 
内 容 ・ テ ント 村 の 日 々 


・ カ フェ 建設 の 様子 
・ 詩 祭 準備 の 様子 な ど 


同時 開催! テント 村内 内 


V ナ マ の 寮生 が ご 案内 し ます 。 

V テ ント 村 を さら に 知り た い 人 、 寮 問題 に つい て 知 
り た い 人 な ど 、 お 待ち し て いま す 。 

ツテ ント 村 の カフ ェ で 、 カ ウン ター に いる 寮生 に 声 
を か け て 下さ い 。 - す ぐ 僕 が ご 案内 し ます 。 


し い の で 、 


な ん か みん な 卒業 し ちゃ う 


今年 で 最後 で す 。 


し か し まあ も と も と の コン セフト か 
こん な 名 目的 な こと は 一 切 意 味 を 持ち ませ ん が 。 


すれ ば 、 


と いう わけ で 今年 は 初心 に 幅 っ て 、 


ス 0 


PP NN 
/ ェ 〒 ノ 用 ・ 人 AA て CC て 


ir ャ ン ガ 、 
「 77 デ リグ 


RE 
で っ > 
So 


ET ec て 、 


2Ta、158 要 本 


RF 個人 企画 


ひだ さら 
キャ ンズ ファ イ や ゼー 


@ I 旧 明 宗 ( 現 テ ント 村 ) 中 必 
月 2] 日 ( 水 ) 夜 半 よ り 
(22 以降 も する か も ) 


地球 温 明 化 ・ オ ソン 詳 破 壌 ・ 森 林 破 壌 ・ 硬 漠 化 希少 竹 の 絶 純 の 危機 
・ 生態 糸 破 壊 ・… 

これ ら の 問題 は 風水 学 的 に 】 つ の 原因 に 起因 し て いる 。 駒場 宮 破 
壌 に 。 特命 リサ ー チ 2Z00X の ゴロ ー 隊 員 ( 潜 谷 ドン キー 前 に て 縄 玖 に 
連行 され だ が ) の 調査 に よれ ば 、 穴 祭 頃 に 光合成 に よっ て 合成 され だ 
物 候 を 主として お を し だ い ど すれ ば 、 陰 か ら 陽 に 転じ る と いう 。 つま 
りり 物 は 流転 する の だ 。 し か も 、 芋 な ど を 7 ルミ ホイ ル で 包ん で 一 結 
に 入れ て と あく と さら に 良い と いう 。 


JSL SC 
C | 
と か 差し 入れ ある と (1! な 


ナニ ケー なァ メ ん 4 4 イース < た っ ニム ニオ ご ウ /4 ガ スガ 
ーー" プー ナン ナー に / 人 を /ー ヒ - な テオ ニー ナー ん e 


タタ ダン 2/ た ワ デイ ター ンジ 記 倫 スガ 
ご 2/ ズ の / ダ 27 6/ 晴 ? 党 


基 葵 の 区 - 還 還 還 証 
秦 恋 秦 砕 賠 外 。 也 


eg 准 基 一般 根 へ | - 外 き て い 2 


負 を ザ る 思い た 上 - い の アス クラ 


- プ と ハズ まこ と せ 、 ジ ん と つの さき な か だ | 


施 を 者 っ と ぐ / チ ャ グティ ァ ー バ が ー 


プー ルー 8 > 

気 が 向 いた ら 、 ハ ン ガ ー で も 売る 。 寮 生 が な けなし の ガラ クタ を 売っ て 現金 を 手 に 入れ よ 
と し て いる の に 、 上 黙っ て 見 過ごす の か ! 東大 グッ ズ だ と か ち ゃ ん 人 形 な ん か 連 っ て お 
放 、 


な が ら 、 そ れ が 人 間 と し て 許さ れる の か 1 


全 】 
/ 
ー 』 村 量 に 、 アテ ュ ) さ プ > と 、 + エ x た 、 ーー 3 ン ) 〆 に し しい 肉 行け 
そ で それ で も 買わ な いな ら 、 せ め て 表 問 争 団 の 物販 < 具 つ て 便り 。 
ー ゝ ゝ ーー 1 円 
よい いい こと 旨い 


せ 
日 本 人 ヤメ ロ | 人 と し て 生き ろ 。 俺 も た ま に は 


ツン 


う 
き 


Y 


呈 る 8 当 丘 中 


條 引 玉 当 脇 劣 逐 

に 

廃 窒 に 立ち 向かい 民主 主義 を 築 < 
闘い の な か に 我ら の 力 打ち 鍛え 


瑞 の 攻撃 退け あら ゆる 謀略 打ち 砕き 
真 徹する ぞ そ 闘い の 意志 怒り を 燃え 上 が ら せ 


廃 衰 惣 律 駒場 衣 闘争 勝利 の その 日 まで 
廃 衰 粉砕 駒場 豆 自治 の 皆 を 守れ 


リー 
赤旗 翻 り 最後 の 勝利 に 向け て 
名 来 を 手 ( こ とり 歴史 の な か に 生き て 死ね 


至 国 の 佑 前 と と も に 加 淀 の 旗 高 く 掲 げ 
貫徹 する ぞ 闘い の 意志 怒り を 燃え 上 が ら せ 


廃 衰 粉砕 駒場 寮 闘争 勝利 の その 日 まで 
廃 衣 粉 砕 駒場 宮 自治 の を 守れ 


(= 
較 し \ は 続く 追い 出さ れ て も 続く 
治 褒 学内 寮 要求 中 役 駒 場 寮 ! 


導 学 妙 局 叉 肝 

(= 

売り 渡す な この 大 学 を 資本 家 の 手 に 

奴ら の 金 倍 け の 道具 に は な ら な い 決意 固め て 
付い 返せ この 大 学 を 労働 者 の 手 に 
真理 の 探究 批判 の 知性 身 に つけ た 武器 を と れ 


産学 協同 の 波 押し 寄せ 我ら に 襲い か か る と き 
し わ 寄 せ に 押し 潰さ れる まえ に 
反撃 に 立ち 上 が ろう 


っ ひ 


産学 協同 粉砕 の の ろ し を 上 げ よ 

国 床 競 争 力 拒否 する 生き 方 を か け て 
族 学 協同 粉砕 の 叫び を 上 げ よ 

いま こそ て 改定 阻 正 掲 げ る 生き 方 を か け て 


() 

叩き 潰せ この 大 学 に 迫る 統制 

時 際 資本 家 政府 官僚 御用 学者 すべ て 粉砕 
守り 通せ この 大 学 の 自治 の 命 脈 

学生 自治 の 内 実 高め て 反撃 の 系 と せよ 


産学 協同 の 波 押し 寄せ 我ら に 襲い か か る と き 
し わ 寄 せ に 押し 潰さ れる まえ に 
反撃 に 立ち 上 が ろう 


座 学 協同 粉砕 の の ろ し を 上 げ よ 

国際 競争 力 拒否 する 生き 方 を か け て 
産学 協同 粉砕 の 叫び を 上 げ よ 

いま こそ 改憲 胃 止 掲げ る 生き 方 を か け て 


三 基 交 里 // 巡 一 六 痕 へ 

に ) 

職場 か ら 学園 か ら 地域 か ら 現場 か ら 
うねり を 巻き 起こ し て 改 穴 の 流れ 絶 と う 
労働 ・ 教 育 の 権利 は 手放さ な い ぞ 

電 法 故 悪 阻 止 統一 戦線 へ 


意 法 を 生み 出し た 反 フ ァ シ ズム の 精神 
受け 止め て これ を 守れ それ が 我ら の 義務 だ 


(0 

職場 か ら 学園 か ら 地域 か ら 現場 か ら 
いま こそ 声 を 上 げ て と も に 立 と う 
基本 的 人 権 反戦 ・ 平 和 誇 ら し 
吉 法 改悪 阻 止 統一 戦線 へ 


決戦 の と き は 近い 隊列 整え て 進め 


ー 歩 後退 二 歩 前 進 最後 の 勝利 に 向け て 


を うう 


職場 か ら 学園 か ら 地域 か ら 現場 か ら 


旗 を 高く 掲げ た た か い に 出 よう 
歴史 を 押し 戻す 力 に 立ち 向かい 抗い 
意 法 改 天 阻 止 統一 戦線 へ 


六 を ザ る 有 / \ ご 

し (デー リ 

「 戦 争 と 革命 の 時 代 」 超え て 
し ば し の 平和 訪れ 

そし て や っ て きた も の は 
新た な 帝国 主義 戦争 


吐 け 口 求め る 戦争 破壊 が 目的 の 戦争 
これ が 現代 の 戦争 需 国 主義 戦争 


侵 賠 の 銃声 に 犠牲 の 血 が 流れ る と き 


それ で も 無視 を 決め 込む の か 精神 殺し て 


この 侵 申 戦争 止め る こと が 出来 る の は 
た だ わた し た ち だ け 
平和 を 守る 戦い に 立ち 上 が ろう 
この 侵 只 幸 争 止め る こと が 出来 る の は 
だ た だ わた だ し た ち だ け 

平和 を 守る 戦い に 立ち 上 が ろう 


これ か ら の 世界 作る 誇り を か け て 


に リ 
歴史 の 歯車 進め る 
偉大 な 力 失 われ 
だ か ら や っ て きた も の は 
新た な 侵 暑 戦争 


市 場 伏 い 取る 戦争 資源 奪い 取る 戦争 
これ が 現代 の 戦争 侵 略 戦争 


26 


侵 略 の 爆音 に 命 が 奪 われ る と き 
それ で も 諦め て いる の か 感性 殺し て 


この 禄 明 戦 争 止め る こと が 出来 る の は 
だ だ わた し た ち だ け 

平和 を 守る 戦い | に 立ち 上 が ろう 

この 侵 早 戦争 止め る こと が 出来 る の は 
だ だ わた に し た ち お だけ 

平和 を 守る 戦い に 立ち 上 が ろう 


ー れ か ら の 世界 作る 誇り を か け て 


st 
Na 


大 恐怖 か ら 7 O 年 
湾岸 戦争 か ら 1 0 年 
つい (に や っ て きた も の は 
新た な 侵 戦 争 


改 穴 の た め の 戦 争 日 米 安 保 の 戦争 
ー れ が 現代 の 戦争 独占 の た め の 戦 争 


戦前 の 弾圧 の 足音 が 聞こ えて る の に 
それ で も 沈黙 を 守る か 理性 を 殺し て 


この 侵 了 略 戦争 止め る こと が 出来 る の は 
だ だ わた だ し た ち だ け 

平和 を 守る 戦い に 立ち 上 が ろう 
この 侵 員 戦 争 止め る こと が 出来 る の は 
た だ わた し た ち だ け 

平和 を 守る 戦い に 立ち 上 が ろう 


これ か ら の 世界 作る 誇り を か け て 


プレ と ハブ を よこ ご な が 


固 き 土 を キ う がち て 
宗 生 の 怒り に 燃 ゆ る 土地 テン ト 桂 よ 


我ら と 我ら の 仲間 が 

血 と 汗 を も て 守り 築い た テン ト 桂 よ 
我ら は 叫ぶ 学生 自治 
我ら の も の だ 寮 自治 会 
プレ ハブ を よこ せ 

プレ ハブ を よこ せ 


寺本 当 エ 呈 


生き て ハ る 移 彦 変 


生き て いる 生き て いる 駒場 宮 自 治 会 
生き て いる 生き て いる 騙 場 論 テ ント 村 


生き て いる この 通り 
台風 に も 負け ず 選 喝 に も 屈せ ず 
生き て いる し た た か に 

打ち 込ま れ た 民主 の めく さび 


何 の た め に 学生 自治 
何 の た め に 闘い の 足場 
条 の た め に 我ら の 生き ざま 


破壊 建設 解 牙 の た め に 


瞬 /* の アス クラ 


闘い の イス クラ 鮮やか に 散り 咲き 
怒り の イス クラ 英 を 焼き 尽く す 


冷え 込む この 寒さ も 
英 を 突き 刺す 刃 に 
吹き 付け る この 北風 も 
怒り の 炎 燃え 上 が ら せ 


この 闘い の 経験 は お まえ の 血 と な り 肉 と な り 
闘い の 成果 は 芽 を 吹く 巡る 春 に 


/ ア シル ゼ つの さなか みか に 


けん せつ の さなか に 考え て た こと 

強制 封 行 ご と き で 終わ ら せ な い 我ら の な に か 
けん せつ の さなか に 惑 じ た こと 

ひと り ひ と り の 闘い の 大 切 さ いと お し さ 


廃 穴 で 槍 わ れ た も の は 
荷物 と 建物 だ け に し た い 
テン ト 村 を 選ん だ こと を 
誇り に 思っ て いる 

廃 褒 に 巡り あわ せ た こ と を 
感謝 す る まで に 


けん せつ の さなか に に 気付 か され た こと 
闘う も の 同士 の 連帯 の 重み 温か さ 


1 O 年 越し の 闘い は 100 倍 長 し に し て や る 


廃 褒 で 玲 わ れ た も の は 
荷物 と 建物 だ けけ に したい 

自力 の 深い 意味 も 学び つつ ある 
我ら に 勝利 あれ 

雨 品 し の ぐだ け じ ゃ な い 
我ら の テン ト 村 


けん せつ の さなか に 思い 知っ た こと 
殆 立 を 乗り 越え る 唯一 の 唯一 の 武器 は 団結 


廃 褒 で 槍 わ れ た も の は 
荷物 と 建物 だ け に し た い 

ちか ら の 深い 意味 を 学び つつ ある 
我ら に 勝利 あれ 

涙 は 賭け て いた も の の 

大 きき さだ け 溢 れ 出 て 


張 制 弁 行 を 越え て 
一 強制 和 行 前 後 の 経緯 を 据 り 返る 


全 は じ め に 


8 月 2 2 日 、 私 た ち は 強 抽 寺 行 に よっ て 場 褒 か ら 叩 き 出さ れ ま し た 。 現在 、 有 駒場 記 自治 会 を 存続 させ る た め 、 私 た 
ち は テ ント 村 を 活動 脚 点 と し て 運動 を 続け て いく こと を 余 低 な くさ れ て いま す 。 

私 た ち は 、 脱 場 穴 の 「 廃 衣 」 化 攻撃 は 、 有 駒場 褒 の 建物 で は な く 、 有 場 齋 自 治 会 と いう 組織 を 壊 減 さ せる こと で 、 穴 自 
治 、 学 生 自 治 を 破壊 する こと を 狙っ た も の で ある と 考え ます 。 こ れ は 、 学 生 投票 以降 の 学内 動向 を 見 て みれ ば 一 層 は っ 
きり と する で し ょ う 。 

強打 款 行 ご と き で 、 有 場 刻 の 灯火 を 消す こと は で き な い の で す 。 


釣 坦 察 問題 は 、 そ も そ も 1 9 9 1 年 1 0 月 、 東 京 大 学 教養 学部 当局 が 、 学 生 ・ 寮 生 と 事前 に 一 世話 し 合う こと な く 、 
叶 画 の 存 任 すら 隠し た まま 、 「 功 時 教授 会 」 に お いて 突然 に 駒場 穴 の 「 廃 察 」 計画 を 決定 し た こと に 端 を 発する も の で す 。 
この 教養 学部 当局 の 「 決 定 」 な る も の は 、 当 局 と 駒場 穴 と の 間 で 「 寮 生活 に 重大 な か か わり を 持つ 際 得 思 < つ いて 、・・・ 
宗 生 の 意見 を 充分 に 把握 ・ 検 討 し て 大 学 の 関係 諸 機関 に 反映 させ る よう 努力 する 」 と 確認 され た 「8 4 合意 書 」 に 明 ら 
か に 違反 する も の で 、 断 じ て 容 認 し が た い 無 効 な も の で す 。 学 生 ・ 寮 生 は これ まで 一 貫 し て 駒場 穴 「 廃 察 」 に 反対 し 、 
教養 学部 当局 に 対し 寮 問 題 を 学内 で の 理性 的 な 話し 合い に より 解決 する よう 求め て きま し た 。 し か し 、 教 養 学部 当局 は 
学生 ・ 寮 生 と の 話し 合い で 駒場 寮 問題 を 解 天 す る と いう 態度 を 放棄 し 、 実質 的 な 話し 合い は 一 度 も 行わ な いま ま 、1 9 
9 6 年 、 一 方 的 に 駒場 寮 の 「 廃 寮 」 を 宮 言 、 駒 場 宮 へ の 電気 ・ ガ ス 供給 を 停止 、 寮 施設 を 重機 で も っ て ムリ ヤリ 取り 壊 
す ーー と いう 、 禁 力 的 「 解 決 」ー 学 生 自治 潰し の 姿勢 を いよ いよ 忠 わ こし て きた の で す 。 教養 学部 当局 は 更に 、「 明 け 濾 
レ 」 裁判 を 提訴 し 、 学 生 を 裁判 に 訴え る と いう 東大 史上 に も 例 の な い 暴 挙 に 出 て くる 一 方 で 、 慕 大 な 費用 ( : 出所 は 一 
功 不 明 ) を か け て まで 用 意 し た 大 量 の 「 ガ ー ド マン 」 に 積極 暴力 を は た ら か せ て 抗議 する 学生 ・ 寮 生 ・ 支 援 者 を 排除 し 、 
宗 風 呂 ・ 寮 食堂 な ど 、 多 く の 学 生 に 長年 使用 され 愛さ れ て きた 寮 施設 を 破壊 する な ど 、「 何 が 何で も 駒場 穴 を ツ プ す 」 と 


っ 『 


いう 形 振 り 構わ な い 自 治 潰し の 本 性 を ます ます ムキ 出し に し て き て いる の で す 。 


学生 投票 の 勝利 か ら 団体 交渉 まで 
〇 学生 投票 (5/1 8 一 2 5) 勝利 ! 喪 存続 主文 批准 ! 
5 月 1 0 日 に 行わ れ た 、 東京 大 学 教養 学部 学生 自治 会 の 最高 議決 提 関 で ある 代 議 員 大 会 で 、 駒場 穴 問 題 ・ 新 フェ ス 問 題 ・ 
RY 行政 法人 化 問題 の 3 つの 主文 で の 学生 投票 が 発議 され 、5 月 1 8 日 か ら 2 5 日 まで を 投票 期間 と する 学生 投票 が 行 
われ まし た 。 駒 場 穴 生 は 支援 の 学生 と と も に 、 連 日 の クラ ス 入 り (授業 開始 時 間 に 教 室 に 行っ て ビラ を 撤 き 、 演 説 する 
こと ) や 寮 前 で の ビラ 撤 き ・ 演 説 な どの 宣伝 活動 を 行っ て 、 主 張 に 賛同 し 、 賛 成 票 を 投じ る よう に 訴え まし た 。 5 月 2 
7 日 に は 開票 作業 が 終了 し 、 過 半数 の 学生 の 投票 に よっ て 学生 投票 は 成立 し 、 馬 場 寮 存続 を 含む 3 つの 主文 全て が 次 の 
よう な 開票 結果 と な り 、 在 成 多数 に より 批准 され まし た 。 - 

今回 の 結果 に より 、 教 義 学部 当局 が 9 6 年 に 駒場 寮 の 「 府 宮 」 を 宜 言 し 、5 年 以上 が 経過 し 、 その 5 年 の 間 に も 当局 
は 駒場 寮 を 潰す た め の 様々 な デマ 宣伝 ・ 選 喝 ・ 攻 撃 を 繰り 返し て きた の に も 拘わら ず 、「 弁 場 寮 存続 を 求め る 」 学生 の 総 
意 が 示さ れ ま し た 。 こ の こと は 教養 学部 当局 の 「 廃 寮 」 攻 繋が 如何 に 不当 で あり 、 有 駒場 寒 が 如何 に 必要 か を 示し た と い 
うこ と に と ど ま ら ず 、 学 生 自 治 潰し ・ 自 治 寮 潰し の 流れ に 反対 し 、 そ の 中 で 駒場 寮 存続 運動 を た た か っ て きた 私 た ち 学 
生 の た た か い に よ り 勝 ち 取 られ た 成果 な の で ある と 見 な けれ ば な り ま せん 。 


( 開 昧 結果 ) 
55"4 学費 の 大 幅 な 値 上 げに つなが り 、 学 問 の 自由 と 大 学 の 自治 を 脅かす 、 独 立 行政 法人 化 に 反対 し 
よう 。」 


賛成 2701 反対 772 保留 300 
主文 「 今 年 度 新入 生 稚 迎 フェ ステ ィ バ ル 会 場 の 駒場 キャ ン パス 使用 の 一 方 的 取り 消し に 抗議 し 、 来 年 
度 及 び 以 降 の 駒場 キャ ン パ ス 使 用 を 求め よう 。」 


賛成 2465 反対 960 保 廊 349 


主文 | 教養 学部 当局 の キャ ン パ ス 計 画 は 、 ク ラス ルー ム な どの 自主 的 活動 の 場 や 、 学 内 居住 施設 な ど 
が 失わ れる 内 容 に な っ て いる 。 抜本 改修 や 『4 0 0 人 振り 替え 提案 』 を 実現 する こと に より 、 駒 
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場 寒 を 存続 させ る こと を 学部 当局 に 求め て いこ う 。」 
賛成 2050 反対 1366 保留 357 


②③「 明 け 渡し 」 裁 判 関係 の 経過 
不当 判 訣 、 上 告 ・ 幸 行 停止 中 し 立て (5 ノ 3 1) 
執行 停止 申立 才 下 (6 プ 18) 


5 月 3 1 日 、 駒場 容 「 明 け 渡 し 」 裁判 の 控訴 審判 決 が 、 東京 高裁 第 4 民事 部 (矢崎 秀一 裁判 長 ) に より 下さ れ ま し た 。 
大 法廷 か ら あ ふれ か える 多数 の 寮生 や 支援 者 が 注目 する 中 で 言い 渡さ れ た 判決 は 、 国 側 の 「 明 け 渡し 」 請求 を その まま 
唄 め る と と も に 、 寮 生 を 呆 き 出す た め の [強制 執行 」 を 可能 に する 「 仮 執行 宜 言 」 が 付帯 され た 、 極 め て 不当 な 内 容 で 
し た 。 寮生 側 は 、 こ の 不当 判決 を 受け て 、 即 日 上 告 の 申し 立て を 行う と と も に 、 強 制 執行 差し 止め の 申し 立て を 行い ま 
し た 。 

裁判 所 に 強制 執行 停止 の 決定 を 出さ せる べく 強く 迫っ て いく た め に 、 翌 6 月 1 日 より 裁判 所 前 で の 情 宣 活動 を 行い 、 
穴 生 か ら の 手紙 を 中 心 に 、 裁判 官 に 宛て た 「 手 紙 」 を 組織 的 に 提出 し て いく 運動 も 開始 し まし た 。 し か し 、 東 京 高裁 は 
6 月 1 8 日 、 こ の 強制 執行 差し 止め の 申し 立て を も 、 十 分 な 理由 すら 示さ ず に 色 下 し まし た 。 

馬 場 寒 問題 は 、1 9 9 1 年 1 0 月 に 東京 大 学 当局 が 、 不 当 に も 我々 寮生 ・ 学 生 に 全く 秘密 理 に 「 廃 寮 」 を 決定 し た こ 
こ に 端 を 発し ます 。 東大 当局 は 「 一 九 九 六 年 三 月 末 を も っ て 駒場 寮 を 廃 寮 と する 」 と 方 的 に 宣言 し 、 こ れ 以 降 、 電気 ・ 
ガス の - 方 的 な 停止 や 、 パ ワー ショ ベル に よる 察 施設 破壊 な ど 、 暴 力 に よる 寮生 叩き 出し 攻撃 を 行っ て きま し た が 、 こ 
れ に 対し て 、 私 た ち 寮 生 ・ 学 生 は 、 全 国 か ら の 大 き な 支 援 と と も に た た か い 、 こ れ ら の 実力 攻撃 を は ね の け 、 東 大 当局 
の ! 実 罰則 き 出 し 路線 」 を 破綻 に 追い 込ん だ の で す 。 そ の 後 、 追 いつ め られ た 東大 当局 が 国 (法務 省 ) の カ を 借り て か 
け て きた 攻撃 が 、 今 回 控 審 判 過 の 言い 渡さ ぐれ た 「 明 け 渡 し 」 裁判 で し た 。 

控訴 審 の 審理 で は 、 東京 高裁 は 我々 が 要求 し た 実地 検証 を は じ め と する 十分 な 事実 調べ すら 行わ ず 、 さ ら に は 4 月 に 
裁判 官 が 交代 し た に も か か わら ず 、4 月 に 結審 を 強行 し まし た 。 そ の 結果 下さ れ た 剖 肉 は 、 こ れ ま で の 口頭 弁論 や 意見 
陳述 の 内 容 を 理由 も 示さ ず に 切り 捨て 、 国 側 の 言う が まま に - 審判 肉 を 追認 し た 極め て 不当 な も の で し た 。 こ れ は まさ 
に 、 司 法 権力 と 国 ・ 東 大 当局 が 一 体 と な っ て か け て きた 「 廃 寮 」 化 攻撃 と 言う ほか な く 、 絶 対 に 認め る わけ に いか な い 
の で す 。 
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〇 ぐ 判 決 以 降 の その 他 の 学内 動向 
説得 隊 、「 調 査 」 と 称し 裕 内 に 侵入 (6 1 9、7 ン 2) 
「 夏 の 駒場 寮 祭 」 貫徹 ! ! (6/2 8 て 30) 


【 説 得 隊 、「 調 査 」 と 称し 宮 内 に 侵入 】 すでに 教養 学部 長 団交 に 向け た 交渉 が 繰り 返し 行わ れ て いた 6 月 1 9 日 、 当局 
執行 部 に 動員 され た 教官 ・ 職 員 1 2 0 名 (説得 隊 ) が 「 調 査 」 と 称し 寮 内 に 侵入 し まし た 。 説得 隊 は 「 警 告 な る デマ 
文書 を 寮 内 に 貼り 散ら し 、 部 屋 の 写真 を と る と いう 、 他 人 の 家 を 土足 で 中 み 荒らす よ うな こと を 行い まし た が 、 寮生 の 
抗議 に より 数 十分 で 寮 外 へ 退去 させ まし た 。 6 月 4 日 か ら 1 3 日 まで は 寮 の 出入 り 口 付 近 で 「 待 告 」 な る デマ 文書 を 配 
る (ビラ 搬 き 隊 ) 攻撃 が 行わ れ 、 つ い 先 日 の 7 月 2 日 に も 同様 の 説得 隊 攻 撃 が 行わ れ ま し た 。 

避 得 隊 の 狙い は 、 学 生 に 「 駒 場 寮 は 危険 で ある 」 と いっ た イメ ー ジ を 持た せ 駒 場 寒 か ら 遠 ざけ て 強制 執行 を や りや す 
い 状 況 を 作り 、 そ れ に よっ て 交渉 を 不当 に 有利 に 進め る こと 、 と 同 圭 に 、「 繰り 返し 説得 に 当たっ た が 寮生 は 退去 し な か 
っ た た め 強 制 執行 も や む を 得 な い 」 と いう 言い 訳 を する た めで あり 、 説得 と は 名 ば か り の 守 貴 し に 向け た ア リバ イ 的 「 謗 
得 調 査 」 を 行っ て くる の で す 。 


け 夏 の 駒場 宮 祭 」 貫徹! ! 】 6 月 2 8 日 か ら 3 0 日 まで 、 夏 の 寮 祭 を 大 々 的 に 行い 、 成功 させ まし た 。 夏 の 寮 和 は 、 
例年 は 新入 寮生 の 寮 定着 、 寮 自治 の 主体 的 参 加 を 第 一 の 目的 と し て 、 寮 外 生 に 対す る アピ ー ル 効果 も あっ て 企画 され て 
きま し た が 、 今 年 は 強制 執行 状況 に お いて 学部 長 団交 の 家伝 と 、 駒場 寒 健在 を アピ ビー ル し て いく と いう 位置 付け で 行わ 
れ ま し た 。「 学 部 長 団交 の 家伝 」 と は 、 学生 に 対し 学部 長 団交 が 行わ れ た 際 の 参加 を 呼び か ける だ け で は な く 、 当局 に 対 
、 し て も 学部 長 団交 を 行わ な か いと いう スキ を 与え ず 、 学 生 の 注目 を 武器 に 形式 的 で は な く 実 質 的 な 話し 合い に 追い 込む た 
め の も の で す 。 

また 、 大 学 権力 が 行っ て きた これ まで の 暴力 的 行為 に つい て 、 そ の 様子 を 多く の 学生 と 一 緒 に 改め て 振り 返り 、 紹 弾 
する と と も に 、 有 駒場 穴 へ の 強制 執行 、 暴 力 的 「 廃 寮 」 攻 撃 や 、 強 行 的 な 学生 自治 潰し ・ 自 治 寮 潰し は 絶対 許さ な いと い 
うっ 意識 を 共有 化し て いく た め 、 ビ デオ 上 映 会 が 繰り 返し 行わ れ ま し た 。 1 9 9 7 年 6 月 28 日 に 寮 裏 棄 ・ 渡 り 廊下 ・ 寮 
出品 破壊 が 強行 され 、4 名 が 救急 車 で G 遇 ば れ た 「6. 28 事 件 」、1 9 9 9 年 1 月 2 4 日 の 寮 食堂 破壊 の た め の フ ェ ン ス 
工事 、 そ し て 2 0 0 1 年 2 月 1 9 日 に 実際 に 警察 権力 が 導入 され た 山形 大 学 学寮 の 強制 執行 の ビデ オ な ど が 上 映 さ れ ま 
し た 。 ま た 、「 色 り を 持っ て 振り 返 れ ! ! 6・2 8 に 何 が 起こ っ た か 」 と 題 す る ステ ー ジ 企画 も 大 々 的 に 行わ れ 、 参 加 者 
は 寮生 ・ 寮 外 生 の 区 別 な く 、 ビ デオ を 見 な が ら ベ テラ ン 寮 生 の 解説 や 、 ガ ー ド マン か ら 右 スト レー ト を く らい 救急 車 で 
瑞 さ れ た 被害 者 の 体験 談 に 真剣 に 開き 入っ て いま し た 。 寮 前 の 出店 で も 焼き 鳥 、 ビ ー ル 、 タ イカ レー. 麻 披 豆 腐 な ど 多 
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彩 な メニ ュー で 、 学生 に 学部 長 団交 と 寮 訂 続 に 向け た 和 場 容 の 盛り 上 が り を アビ ピー ル し まし た 。「 横 力 に NO ! 強制 執行 
を 許す な 」 の 巨大 看板 の 前 に 設置 され た ステ ー ジ で は 、 カ ラオ ケ の 他 に も バン ド 演 奏 な ど が 行わ れ 、 非 常に 盛況 で 、 飛 
び 入 り し た 寮生 に ライ ブ を 見 に 来 て いた 寮 外 生 が 協力 し て 即興 バン ド を 組む と いっ た ひと コマ も あり まし た 。 駒場 察 と 
いう 学生 の 自主 管理 空間 が 寮 外 に も 広がっ て いく よう な イメ ー ジ で 、 駒場 寮 健在 を 寮 外 生 に も 、 学 部 当局 に も 大 きく ア 
ピー ル で きた 寮 祭 で し た 。 


〇 団体 交渉 に 向け た 取り 組み 


7 月 4 日 予備 折衝 に て 団交 の 日 程 提 示 
7 月 9 日 予備 折衝 に て 合意 書 手 
7 月 12 日 全国 集会 団体 交渉 


$ 月 1 8 て 2 5 日 に 行わ れ た 学生 投票 に お いて 、 駒場 寮 存続 の 主文 が 実に 5 年 ぶり に 挑 傘 され た こと は 、 先 に も の べた 
通り で す 。 学 部 長 団 は 、 学 生 投票 の 結果 を 受け て 要求 され た も の で す 。 

団体 交渉 に 向け て 我々 は 4 回 の 「 予 備 予備 折 衡 」 (予備 折 衛 に 入る 前 に お よび 4 回 の 予備 折 笑 を お こない まし た 。 こ れ 
ら は ほとん ど が 、 予備 折衝 に お いて 駒場 宰 自 治 会 を 交渉 主体 と せよ 、 と いう 問題 に 関す る 議論 に 費やさ れ た の で す が 、 
7 月 4 日 の 第 3 回 予備 折 衡 に お いて 突然 学部 が 、 7 月 1 2 日 な ら 団交 を 実施 で きる と 宜 言 し て きた た め 、7 月 9 日 、 最 
後 の 予 備 折 笑 に お いて 、% 年 に お ける 交渉 形態 を ば ぼ 踏 襲 し た 形 で の 交渉 形態 に 関す る 合意 文書 を 取り 結び 、7 月 1 2 
日 の 団体 交渉 を お こ な う こと と な り ま し た 。 学部 が 団交 を 受け た の も 、 学 生 投票 に 示さ れる 学内 世論 が 駒場 寮 存続 を 壇 
持 し て お り 、 学 部 が それ を 無視 で き な く な っ た と いう 側面 が あり 、 こ れ は 運動 の 成果 で す 。 し か し な が ら 、 学 部 は 団交 
の 場 を 、 学 生 と 話し 合っ た と いう アリ バイ 作り の 場 と する 意図 を も っ て いま し た 。 学 部 の 思惑 を 許さ ず 、 団 体 交 渉 を 実 
態 の ある も の と し て 行う た め に 学生 に 団交 へ の 参加 を 呼び か け 、 教 官 に 問題 を 訴え まし た 。 こ の よう な 取り 組み の 一 環 
と し て 、 団 交 前 日 の 7 月 1 2 日 に は 全国 集会 を 行い 、 全 国 か ら 集 っ た 支援 者 達 と と も に 、 団 体 交 渉 成功 に 向け て 気勢 を 
上 げ ま し た 。 


〇 団体 交渉 当日 

学部 長 団交 は 、 7 月 1 2 日 の 1 6 時 半 よ り 行わ れ ま し た 。 団体 交 渉 へ の 学内 的 抽 は 非常 に 高く 、 お よそ 1 5 0 人 も 
の 学生 が 常時 会 場 に 詰め か け 、 延 べ 人 数 5 0 0 人 あま り が 会 場 を 訪れ まし た 。 

団体 交渉 は 、 冒 頭 に 学生 自治 会 ・ 学 部 当局 ・ 寮 自治 会 の 代表 者 が それ ぞ れ 発言 を 行い まし た 。 こ こ で 学部 長 は 、 高 裁 
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判 験 を も っ て し て 学生 投票 に 基づく 我々 の 話し 合い 要求 を 無用 と 退け 、 再 三 再 四 我 々 に 自主 退去 を せま る な ど 、 和 不当 発 
言 を 連発 し まし た 。 

冒頭 発言 後 お こ な わ れ た 討議 に お いて 、 学 部 長 は 新た な 提案 と し て 、 寮 生 が 自主 退去 し た 後 「I 旧 駒場 穴 の 廃 窒 の プロ 
セス を 検証 する 」 た め の 歴 史 「 検 証 フ ォ ー ラ ム 」 を 設置 し 、 跡 地 利用 に つい て も 話し 合う 、 と いっ た こと を 言い まし た 。 
し か し 学部 長 は 、 こ の 間 一 貫 し て 駒場 寮 存続 が 学生 の 世論 と し て 確立 し て お り 、 こ の た び の 学生 投票 に お いて も 駒場 察 
存続 主文 が 批 傘 さ れ て いる と いう 現実 が 存在 する に も か か わら ず 、 学 部 が 駒場 穴 の 「 廃 寮 」 を 強行 し て きた こと に つい 
て 、 学 生 と 学部 当局 と の 「 立 場 の 違い 」 で 片付け 、 寮 生 の 追及 に も 常に 論点 を ずら し て まとも に 回 答 を 行 お うと せ ず 、 
終始 学生 を 愚 弄 する 発言 を 続け まし た 。 - 

団交 も 残り 時 間 3 0 分 と 言う と ころ で 、 学部 長 は 突然 「7 月 2 7 日 金曜 日 まで に 自主 退去 する よう に 決断 し て 欲し い ] 
と 一 方 的 に 通告 を 行っ て きま し た 。 寮生 の 色 号 の 飛び 交 う な か 、 学 部 長 は 、 判 決 結果 を 受け て は 学生 の 要求 は 聞き 入れ 
られ な い 、 自主 退去 する の で あれ ば 話し 合う 、 と 開き 直っ た の で す 。 古田 学部 長 の 発言 が な され る や いな や 、 職員 が 「 旧 
駒場 察 問題 に 関す る 呼び か け 」 な る 文書 の 束 を 教授 達 に 配布 し まし た 。 そ れ は 、 ・ 有 馬場 寮 問 題 の 歴 中 検証 フォ ー ラ ム 
の 設置 ・ 自 主 退 夫 せ ね ば 強制 執行 する ・ 駒 場 寮 が 取り 壊さ れ た 後 の 跡 地 利 用 に 関し て 学生 と 話し 合い の 場 を 設け る 
と いう 内 容 の も の で し た 。 そ れ は 我々 に 全面 屈服 を 迫る も の で し か な い 不 当 な 内 容 の 「 提 案 」 で す 。 

これ ら か ら 明 ら か な よう に 、 結 局 学 部 当局 は 団交 を 、 寮 生 学 生 に 対し て 「 強 制 執行 か 、 そ れ と も 自主 退去 か 」 を 人 迫る 
最後 通告 の 場 と し て し か 設定 し て いな か っ た の で す ! 駒場 寮 存 続 が 学生 投票 で 確認 され て いよ うと 、 延 べ 5 0 0 人 に も 
の ぼる 学生 が 団交 の 行方 を 見 守っ て いよ うと 、 そ ん な こと は お か まい な く 、 学 部 当局 は 学生 と 真 撃 に 話し 合う 気 な ど な 
か っ た の で す 。 

定刻 の 4 時間 が 過ぎ 、 学 部 当局 は 交渉 を うち 切 ろ うと し まし た 。「 こ ん な の は 話し 合い で は な い 」 と し て 継続 討議 及び 
学部 長 団交 の 再度 の 開催 を 要求 する 寮 委員 長 に 対し て 学部 長 は 「 約 束 の 時 間 は 過ぎ た 」 と 拒絶 、 教 職員 の 肉 の 壁 に 守ら 
れ な が ら 、 退 出 を は じ め た の で す 。 話 し 合い を 放 径 し 逃亡 し よう と する 学部 長 に 対し て 、 会 場内 の 寮生 及び 外 に 待機 し 
て いた 支援 者 達 が 、 最 後 ま で 話し 合い を 行う よう に 追い すがり まし た 。 し か し 学部 長 は 学生 に は 目 を くれ ず 、 駅 か ら 電 
車 で 許 っ て し まい まし た 。 

学生 投票 の 結果 に 基づい て 、 駒 場 察 問題 に つい て の 誠実 な 話し 合い を 行う べく 開か れ た 団体 交渉 も 、 学 部 当局 に と っ 
て は 強制 執行 を 行う 上 で 必要 な ワン ステ ッ プ で し か な いこ と が 、 実際 の 交渉 で いよ いよ 明らか に な り ま し た 。 こ こ に お 
いて も 学部 当局 の 態度 は - 一 員 し て いま す 。 結局 学生 の 総意 より も 、 学 部 当局 の 都合 が 優先 する と いう 、 学 生 無視 の 態度 
で す 。 私 た ち は こ こ に も 見 られ る 学部 当局 の 姿勢 を 決し て 許す こと が で きま せん 。 
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久 団 交 か ら 強 制 執行 まで 
O 7 月 教授 会 に 向け て の 方 針 


5 月 後半 に 行わ れ た 学生 投票 に お いて 示さ れ た 「 馬 場 寮 存続 」 支持 の 圧倒 准 学 内 世論 に 基づき 私 た ち が 要 求 し 、 開 催さ 
れ た 7? 月 12 日 の 学部 長 団 共 に お いて 、 学 部長 は 「7 月 27 日 まで に 自主 退 ま せよ 、 さ も な くば 強制 款 行 を 行う 」 と 、 非常 
に 不当 か つ 強 硬 な 者 択 一 を 我々 に 突き つけ て きま し た 。 

私 た ち は 、 学 生 投票 に 下さ れ た 和 場 寮 存続 支持 の 学生 世論 を 全く 切り 捨て た 形 で の 学部 当局 の この よう な 態度 は 非常 
に 不当 で ある と 考え ます 。 し か し な が ら 、 高 裁 不 当 判決 を 受け て 学部 当局 の 意向 で いつ で も 強制 執行 が 行わ れる と い う 
状況 下 で 、 学 部 当局 が 期限 を 切っ て 自主 退去 を 迫る と いう 強硬 姿 聞 こ で て 、 か つつ 夏休み を 目前 に 控え 学生 が いよ いよ す 
く な く な る と いう 事情 に より 、 い よい よ 私 た ち は 苦 し い 立 場 に 陥っ た の で す 。 


この よう な 状況 に お いて 、 私 た ち は 7 月 1 9 日 の 教授 会 に 、 以下 の 新しい 提案 を 提出 する こと を 余儀 な くさ れ ま に 


7 月 1 9 日 の 教授 会 に 向け た 我々 の 提案 
稚 喝 寮 変 員 会 は 交渉 の 継続 を 求め る に あたり 、 以 下 に 沸 げ る 意思 を も っ て いる こと を 表明 する 。 

1 駒場 察 自 治 会 が 10 年 に 渡り 世代 を 越え て 主張 し て きた 内 容 に 配慮 し た 、 駒 場 寮 問題 の 大 学 ら し い 解 
決 を 目指 す た め の 新しい 提案 が 出さ れる の で あれ ば 、 私 た ち は 裁 判 所 の 決定 を 踏ま えて 自主 退 夫 す 
る 。 

2 私 た ち は 、 も し 、 そ うい っ た 提案 が 出さ れ な けれ ば 、 今 まで に 何 度 も 示さ れ た 駒場 察 存続 を 求め る 
学生 の 総意 に 基づい て 、 強 制 執行 に 対し て も 、 強 制 執行 が 行わ れ て し まっ た 後 も 、 徹 底 抗戦 する 決 
意 を 固め て いる 。 

3 私 た ち は 、 全 て の 教授 会 構成 員 が この 問題 を 自分 の 問題 と 捉え て 、 主 体 的 な 判断 を 行う こと を 求め 
る 。 


私 た ち は 、 こ の 意思 表明 を 受け た 交渉 を 行う こと を 教養 学部 当局 に 求め る も の で ある 。 


これ は 、 学 部 当局 が 、 期限 を 区 切っ で 絢 宣 姿勢 に 出 た 事 に 対し 、 私 た ち が 話し 合い \ を 行う た め に 柔軟 な 態度 を と っ た 
こと を 意味 する も の で す 。 


〇 7 月 教授 会 に お ける 議論 


教授 会 の 場 で は 、 主 に 駒場 寮 問題 に つい て 、 強 制球 行か それ と も 話し 合い に よる 解決 か 、 と いう こと に つい て 話し 合 
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われ た 。 あ いか わら ず 強 硬派 の 教官 た ちの 発言 が 目立っ た も の の 、「 強 制 封 行 で は な く 話 し 合い で 解 天 し よう 」 と する 教 
官 た ちの 発言 も な され た 。 

一 方 我々 の 提案 に 対し て 、 学 部 長 は 「1 .」 に つい て 概ね 評価 し た 上 で 、「 寮 生 の 名 誉 と 尊厳 を 守る 」 と し て 以下 の よ 
うな こと を 詩 い 放っ た 。 


1 は 、 月 導 授 全 で 提示 し た 以下 の 3 点 に 関し て 学部 の 基本 的 な 方 針 に 変更 は な い 。 
ー. 判 來 が で た の で 、 そ れ に 従っ て 、 馬 場 密 を 明け 渡さ せ て 、 その 後 取り 壊す 。 

拉 行 官 が 要請 し て 機動 隊 を 呼ぶ こと も あり 得る 。 
三 学苑 と し て は 、 ギリ ギリ まで 話し 合い を 持つ 。 


それ に 付け 加え て 、 

[ 寮 委員 会 の 提案 の 1 は 評価 する 。 寮 生 が 名 準 あ る 撤退 が で きる よう に 寮生 の 名 稔 と 尊 厳 は で きる 限り 尊重 する 。 
し か し 、 建 物 は 残さ な い 。 

L 家 の ZN9 拉 関 が 7 月 27 日 まで に 、 自主 退去 する と いう 具体 的 意思 決定 を し な けれ ば 、 強制 執 行 は 不可 台 。 


牧 察 力 の 導入 は 学部 長 の 判断 で 行う 。 


7 月 25 日 ( 水 ) 第 1 回 交渉 
7 月 27 日 ( 金 ) 第 2 回 交渉 第 一 次 自主 退去 基 恨 
7 月 3 1 日 ( 火 ) 第 3 回 交渉 第 一 炎 自 主 退 夫 期 斉 


-- 8 月 1 日 ( 水 ) 第 4 回 交渉 


8 月 3 日 ( 多 第 5 回 交 疹 

8 月 6 日 (月 ) 第 6 回 交渉 

8 月 7 日 ( 火 3 催 集 会 

8 月 8 日 ( 水 ) 催告 、 占 有 調 査 、 フ ェ ン ス 設 置 工事 


O 評 議員 と の 交渉 の 経過 に つい て 

小林 康夫 評議 員 と の 交渉 は 、 7 月 1 9 日 に 行わ れ た 教授 会 に お いて 我々 の 新た な 提案 に 対す る 学部 側 の 回 答 の 場 こ し 
て 設定 され た も の で す 。 評議 員 は 寮生 側 の 提起 に 対す る 学部 側 の 提案 と し て 、 自 主 退去 の 条件 に 寮生 の 「 名 誉 と 尊厳 
を 守る 、 と いう 全面 屈服 と 大 差 な いも の を 提示 し まし た 。 
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私 た ち は 、 こ の 場 に お いて 先 に あげ た プレ ハブ の 案 を 提示 、 具 体 化 を 要求 する 評議 員 に 対し て 内 訳 を 示し て 1180 
m を 要求 し た も の の 、 評 議員 は それ を 一 証 だ に せ ず 、 8 月 6 日 に お ける 交渉 で は 、「 場 寮 の 精神 を 継承 する 」 た め と し 
て 、 以 下 の よ うな 私 た ち に は 到 克 飲 み 得 な い 案 を 提示 し て きた の で す 。 


・ 次 回 交 小 で 学部 長 室 か ら の 最終 案 を 提示 する 
・ こ の 案 が 飲め な けれ ば 交渉 は うち 切る 

・1 0 0m 以 上 作れ な い 

・ 名目 は 資料 室 


学部 は 、1 0 0m 以 下 の 「 資 料 密 」 を も っ て し て 駒場 寮 の 「 精 神 」 を 継承 させ て あげ た いら し い が 、 こ れ 程 度 の 「 資 
料 室 」 で は 「 精 神 」 の 継承 すら 不可 能 で す 。 私 た ちの 案 を 考慮 し よう と も せ ず 、 1 0 0 mm 以下 の 理由 も 示さ ず に 我々 に 
イエ ス か ノー か を 強制 し よう と いう の で す 。 これ は 、 強制 封 行 で さ れる か 、 学部 の 手 に よっ て 埋葬 され る か 、 と いう 、 
死に 方 を 選べ と いう こと で し か あり ませ ん 。 


⑨8・ 7 全国 集会 

学部 の 設定 し た 自主 退去 期限 が 過ぎ た こと に より 、 駒 場 宏 は いつ で も 強制 執行 を 行わ れ 得る 状況 に な り ま し た 。 私 た 
ち は 、 学 部 当局 と の 交渉 を 粘り 強く 継続 し 、 な ん と し て も 話し 合い に よる 解決 の 道 を 探る べく 努力 し て いま し た 。 

し か し 、 学 部 当局 は 、「 強 制 執 行 は 不 品 壁 」 と いう 姿勢 を 不当 に も 改め な か っ た た め 、 私 た ち は 、 こ うし た 状況 の 打開 
を 目指 し 、8 月 7 日 に 全国 集会 行い まし た 。 駒 場 寮 を 支援 する た め に 全国 か ら 駆け つけ て くれ た 学友 と と も に 行わ れ 
た 全国 集会 で 私 た ち は 、 な ん と し て も 話し 合い に よる 解決 を 求め る 私 た ちの 態度 を 道行 く 人 に 、 そ うし て 学部 当局 に 訴 
え 、 今 後 も 粘り 強く 闘っ て いく こと を 奪い まし た 。 


⑨8 月 8 日 に つい て 

8 日 に 機動 隊 へ の 待機 久 令 が 出さ れ て いた と いう 情報 が 入っ た こと に より 、 こ の 日 に 催告 (強制 寺 行 の 期日 を 占有 者 
に 対し て 告知 する 行為 ) が 行わ れる 可能 性 が 濃厚 と な り ま し た 。 ま た 、 催 告 に 伴い 、 占 有 調 査 及 び フ ェ ン ス 工 事 が 為 さ 
れる 可能 性 も 同時 に 生じ まし た 。 こ の よう に 寮 へ の 物理 的 攻撃 の 危険 性 が 増す 中 で 、 我 々 は 最大 限 の 警戒 及び 準備 を も 
っ て これ を 迎え 撃つ こと と し まし た 。 


8 日 は 、 早 朝 よ り 様子 を うか が っ て いた と ころ 、 案 の 定 、 大 き な 動 き が あり まし た 。 ま ず 、 駒場 察 裏 手 の 図書 館 建設 
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現場 に 、 大 量 の フェ ンス 資材 が 運び 込ま れ ま し た 。 評議 員 、 三 鷹 特 別 変 な ど が 続々 と 入構 し 、 ま た 一 般 教 職員 は 時 を 経 
る 毎 に その 数 を 増し て いき まし た 。 7 時 過ぎ に は 、 ガ ー ド マン が バス 3 0 台 に 乗っ て や っ て 来 ま し た 。 私 た ち は 、 フ ェ 
ンス 設置 組 目 構築 物 の 周辺 に 密集 し 、 こ れ ら を 迎え 撃つ べく 臨戦 態勢 に 入り まし た 。 


〇 催告 、 占 有 調 査 、 フ ェ ン ス 設 置 工事 

朝 8 時 、 教 職員 が 大 拳 し て 押し 寄せ て きま し た 。 彼 ら を 止ま ら せ 寮 要員 長 が 代表 者 に 事情 を 問い た だ す も の の 、 代 表 
の 答え は 全く 要領 を 得 ま せん 。 そ うこ うす る うち 、 大 量 の ガー ド マ ン が 寮 の 両 脇 よ り わ き 出 て きま し た 。 そ の 数 は 推定 
3 0 0 名 に も 及び ます 。 ガ ー ド マン は 寮 へ と 通ずる 道 を 自ら の 肉体 を も っ て し て 達 灯 し 、 北 寮 前 に 結集 し て いる 寮生 ・ 
支援 者 等 を 完全 に 包囲 し た の で す 。 ス クラ ム を 組ん で 我々 に に じみ 寄る 3 0 0 名 の ガー ド マ ン を 前 に 、 我 々 は 学部 の 人 
問 に 説明 を 求め る も の の 、 彼 ら は 説明 に も な ら な いこ と を 言い 立て 逃げ ば を うつ ば か り で す 。 寮生 支援 者 の 色 号 が 飛び 交 
う 中 、8 時 半 に 、 3 0 名 も の 執行 官 が 、 催 告 及 び 占 有 調 査 を 行う べく や っ て 来 ま し た 。 事 情 の 説明 と 、 と に か く 待 つこ 
と を 要求 し た の で す が 、 執行 記 は 9 時 より の 催告 占有 調査 を や る と その 対応 は 箸 に も 棒 に も か か ら ず 、 不当 な 発言 で 我々 
を 貞 弄 し 続け まし た 。 9 時 に な る と 、 と に か く 待 つよ うに 要求 する 我々 を 振り きっ て 、 大 量 の ガー ド マ ン を 先 頼 に 執行 
官 は 北 中 寮 へ の 侵入 を 開始 し まし た 。 寮 へ な だ れ 込 む お ガー ド マ ン 執行 官 の 後 を 追い 寮生 支援 者 が 立ち 合い へ と 駆け つけ 
る 中 、700 名 に も の まる ガー ド マ ン ・ 業 者 ・ 教 職員 に よる 暴力 を 背景 に 、 学 部 は フェ ンス 工事 を 行う と 一 方 的 に 宣言 し て 
きま し た 。 フ ェ ン スズ 工事 は 催告 ・ 占 有 調 査 と は 全く 関係 な いも の で あり 、 学 部 の 全く の 独断 で フェ ンス 工事 を 強行 し よ 
うと 言う の で す 。 私 た ち は こ れ を 許さ ぬ た め フ ェ ン ス 設 置 阻止 構築 物 の 周囲 で 隊列 を 整え まし た 。 同 時 に 現場 責任 者 た 
る 小林 赴 道 三鷹 特別 委 委 員 長 を 追及 する も の の 、 我 々 を まとも に 相手 に し よう と せ ず 、 一 方 的 に 交渉 を うち 切り 、 我 々 


ー へ の 攻撃 が 開始 され まし た 。 ガ ー ド マン の 肉 の 壁 の 包 義 網 が 押し 寄せ 、 業 者 が 構築 物 に 配置 され た 立て 有 に 躍り か か り 


まし た 。 私 た ちの 必至 の 抵抗 に も 関わ ら ず 、 次 か ら 次 へ と 暴力 的 に 立て 看 は 剥ぎ 取ら れ て いき まし た 。 全 て の 立て 看 が 
持ち 去ら れ た と き 、 再 度 小林 寛 道 に 交渉 を 申し 入れ 、 包 囲 網 は 一 旦 後退 し た の で す が 、 小 林家 道 は まとも に 交渉 を お こ 
な お うと は せ ず 、 ガ ー ド マン ・ 業 者 は 今度 は 構 案 物 て の も の に い か か っ て きま し た 。 構築 物 を 硝 後に 必死 で 訪 衛 を 試 
みる 窯 生 ・ 支 援 者 を 押し の け 、 上 に の っ て いる 人 が 落下 する の も お か まい な く 、 業 者 ガー ド マ ン は 構築 物 を ひと つ ひ と 
つ 破 壊し て いき まし た 。 構 築 物 の 半分 ほど が 破壊 ・ 撤 去 さ れ た 時 点 で 、 分 散 気 味 で あっ た 寮生 ・ 支援 者 が 構築 物 前 に 密 
集 隊形 を 取っ て 集まり 、 ガ ー ド マン と の 押し 合い と な り 、 よ く こ れ と 闘い つい に は 押し 返す こと に 成功 し まし た 。 そ の 
後 フ ェ ン ス の 出入 り に 関し て 小林 寛 道 氏 と 交渉 を 行い まし た 。 フ ェ ン ス は 駒場 寮 の 出入 り を 制限 する 著しく 不当 な も の 
で す が 、 学 部 と の 力 関係 上 非常 に 厳し いこ と か ら 、 そ の 出入 り に 関す る 交渉 に 入り まし た 。 執行 官 に 居住 を 認定 され て 
いな い 人 の 出入 り を 著しく 制限 する な ど 不 当 な 条件 を 課 そ うと する 寛 道 ら を 抑 えつ け 、 あ ら ゆ る 人 の 出入 り を 最大 限 確 


/ 


保 す る こと を 目指 し 以下 の よう な 覚書 を 結び まし た 。 


1. フェ ンス 設置 後 、 執 行 官 に よっ て 居住 を 認定 され た 人 は 2 4 時 間 通 行 が 保障 され る 。 

2. 穴 内 建物 に 荷物 を 置い て ある 場合 、「 荷 物 を と り に きた 」 (運び 出す の 意味 ) と いう 場合 に は 、 名 前 を 告げ な いで 
良い が 、 行 き 先 を の べ 通 告 する こと を 、 認める 。 通 行 票 を 交付 を うけ て 1 0 時 間 以内 に 退去 する 。 そ の 際 通 行 票 を 返却 
する と こと, 

3. 面 り 行為 (写真 、 ビ デオ 撮影 等 ) は 行わ な い 。 

人 4. な お 、 こ の 覚書 二 項 の 不履行 が あっ た 場合 に は 、 上 記 と 異な る 取扱 いと する こと が ある 。 


この 後 我 々 は フェ ンス 設置 抗議 行動 へ と 切り 替え 、 次 々 に 設置 され て いく フェ ンス に 対し て 怒り を も っ て 抗議 行動 を 
行い まし た 。 


③ フ ェ ン ス の ゲー ト を 巡る 攻防 

3 時 3 0 分 頃 、 教 職員 が ゲー ト 入 口 に や っ て 来 て 、「 基 本 的 に ゲー ト は 閉め る 」「 ゲ ー ト の 開け 閉め は ガー ド マ ン が 行 
う 」 と 一 方 的 に 言 し て きま し た 。 理由 を 聞い て も 、「 ゲ ー ト は 閉め て お く た め の も の で ある 」 な ど な ど 、 と りつ く 島 も あ 
り ま せん 。 覚え 書き に も な いこ の よう な 措置 に 対し て 我々 は これ を 絶対 に 不当 で ある と し 、 寮生 支援 者 を ゲー ト 前 に 結 
集 さ せ 、 寮 前 を 埋め 尽く す ガ ー ド マン 及び 教職 員 と 対 時 し まし た 。 私 た ち は 同 時 に 学部 側 と の 交渉 を 要求 し 、 小 林 寛 首 
を 引き ずり 出し まし た 。 寛 道 は 寮生 の 追求 に 抗 し きれ ず 、 8 日 に つい て は ゲー ト を 開け 放し て お く こ と に 合意 し まし た 。 
し か し ゲー ト 周 囲 に 配置 し た ガー ド マ ン は その まま に する と 言い 放ち まし た 。( ち な み に こ の 時 いた ガー ド マ ン は 2 5 人 、 
グー ト 入 口 は ガー ド マ ン が 2 重 に 並ん で 、 隙間 な く 塞 いで いた ) これ を 不当 と し 、 ガ ー ド マン を 即 遇 する よう に 要求 
する 我々 に 対し て 、 結 局 寛 道 は ガー ド マ ン を 減ら すこ と に つい て 不当 に も 確約 を 行わ ず 、 翌 日 に 交渉 を も っ て ゲー ト に 
つい て 改め て 話し 合い を 行う こと で 合意 し まし た 。 これ に て この 日 の 闘い は 一 区 切り つき まし た 。 (翌日 の 交渉 に お いて 、 
宗 生 以外 の 人 間 に 対 する 1 0 時間 と いう 時 間 設 定 に つい て も 、 ま た ゲー ト の ガー ド マ ン に つい て も 三鷹 特別 要 は 不当 に 
も その まま に する と 言い 張っ た 。 ち な み に ガ ー ド マン は 日 を 追う に つれ て 減少 し て いっ た 。 和 恐らく コス ト 面 で 維持 で き 


な いか ら だ ろう ) 


らち な み に こ の 日 は 検問 体制 が 敷 か れ 、 入 構 に 大 幅 な 制限 が 設け られ まし た 。 ま た 、 マ スコ ミ に 関し て は 完全 に シャ ッ 
ト ア ウト され まし た 。 東 大 当局 は 自ら 企画 し た 記者 会 見 に お いて 「 執 行 は スム ー ズ に 行わ れ た 」 と ほら を ふき つつ 、 強 


3 が 


制 執行 の 場面 を 写し 出し た TB S に 対し て は 抗議 する と いう デタラメ を 行っ て いま す 。 こ の よう に 、 ガ ー ド マン を 導入 
し て の 催告 、 占 有 調 査 、 フ ェ ン ス 設 置 工事 を 世 人 の 目 か ら 遠 ざけ よう と する 東大 当局 の 志 生 は 、 判 肉 に 基づい た 「 社 会 
的 な 行為 」 と いっ て は ば か ら な いこ れ ら 一 連 の 行為 が 実は 人 様 に も 見 せら れ な いよ うな 反 社 会 的 行為 で ある こと を 自ら 
暴 口 する も の で し か あり ませ ん 。 


〇 ⑨ こ の 日 の 意味 に つい て 

この 日 の 催告 ・ 占 有 調 査 は 、 次 に 強制 束 行 を 準備 する も の と し て 設定 され た も の で す 。 こ の よう な こと が まさ に 交渉 
が 継続 され て いる 最 中 に 行わ れる な ど 、 私 た ち を 愚 弄 し きっ て いる と し か いい よう が あり ませ ん 。 ま た 、 催 告 ・ 占 有 調 
査 も 、 行 う の で あれ ば 厳正 に な され る べき で ある に も か か わら ず 、 非 常に 杜撰 な も の で し た 。 

フェ ンス 工事 は 、 歓 行 官 曰く 、 執 行 官 は 何ら 関知 し て いな い 、 つ まり 学部 の 責任 で 行わ れ た も の で す 。 事 前 通告 も 何 
も な い 、 ガ ー ド マン ・ 業 者 を 導入 し て の 暴力 的 な フェ ンス 設置 工事 は 、 占 有 者 た る 寮生 の 生存 権 ・ 居 住 権 を 著しく 侵害 
し 、 か つ 穴 に 対す る 視界 を 閉ざす こと で 強制 科 行 を 行い や すく し よう と する 理 劣 行 光 で あり 、「 自 所 長 去 」 を 巡り お 互 
い 話 し 合っ て いる 一 方 の 当事者 に 対す る 背信 行為 で す 。 そ うし て 吾 行 官 は 関係 な いと いっ て も 、 フ ェ ン ス 工 事 の た め に 
催告 ・ 占 有 認 定 と の 対応 が 分 散 さ せる と いう 効果 が 明らか に 存在 し 、 学 部 当局 が この よう な こと を 承知 で フェ ンス 設置 
を し た の は 明らか で す 。 また 、 こ の 日 に 動員 され た ガー ド マ ン ・ 業 者 ・ 教 職員 は 7 0 0 名 に も の ぼり 、 その コス ト は 我々 
の 要求 する 1 1 8 0 mi の プレ ハブ を 優 に 賭 い うる 額 で す 。 学 部 当局 は 、 教 養 学部 の 身 銭 を 切っ て 我々 と 当局 と の 関係 を 
ぶち 壊す た め の 費 用 に 充て る べき で は な か っ た の で す 。 


全 8 月 8 日 以降 の 動き に つい て 


8 月 1 3 て 1 4 日 (月 ~- 火 ) 小林 康夫 評議 員 と の 交流 

8 月 1 4 日 ( 火 ) 面 割り 行為 の 発覚 小林 寛 道 三 鷹 特別 座 委 員 長 追及 
8 月 15 日 人 水 ) 小林 承 夫 評議 員 と の 交渉 

8 月 16 日 ( 相 
8 月 17 日 ( 金 ) 面 割れ 行為 に 関す る 調査 張 果 に つい て 三鷹 特別 要 と の 交渉 
8 月 20 日 (月 ) 小林 康夫 評議 員 と の 交渉 

8 月 21 日 ( 火 ) 自主 退去 期 最 

8 月 22 日 ( 水 ) 強制 球 生 


⑨ 覚 え 書き 違反 に つい て 

1 4 日 早朝 、 ゲ ー ト で 検問 を 行っ て いる ガー ド マ ン が 紙 に 何 か 書き 込み を 行っ て いる 現場 を 察 生 が 押さ えま し た 。 そ 
こ に は 、「 中 肉 中 育 」「 茶 髪 」 な ど 、 通 行者 の 身体 的 特徴 が 書き 込ま れ て あり まし た 。 覚 え 書き に お いて 明らか に 禁止 さ 
れ て いた 面 割 り 行為 で す 。 ガ ー ド マン を 追及 し た と ころ 、 学 部 当局 の 命令 で その よう な こと が 行わ れ て いる こと が 明 ら 
か に な り ま し た 。 学生 課 に いた 小林 寛 道 ・ 三 座 特 別 委 員 長 を 問い た だ す と と も に 許 罪 を 要求 し た が 、 寛 道 は と ぼけ て 
何 も 答 えよ うと し な い 。 怒り 心頭 する 寮生 の 追及 の 中 で 、 寛 壮 自 ら 、 大 学 当局 が 面 割り 行為 の 指示 を 出し て お り 、 面 抽 
り の メモ 書き も 大 学 と し て 保管 し て いる な ど と ボロ を 出し て いき 、 つい に は 寛 道 自 身 、 謝罪 せ ざ る を 得 な く な り ま し た 。 
また 、 こ の よう な こと が 起こ っ た こと に つい て の 事情 を 詩人 査 し て 後日 それ に つい て の 交渉 を 行う と 確約 させ まし た 。 

その 後 の 交渉 に お いて 行わ れ た 、 三 應 特別 委 (小林 宮 道 は いな か っ た ) と の 交渉 で 、 特 別 委 は 、 何 ら 調査 な ど せ ず 、 
14 日 早朝 に お いて 寛 道 の 吐い た 言 質 を 全て 否定 し 、 問 題 を 指揮 系 統 の 乱れ に 帰着 させ よう と し まし た 。 綴 る 寮生 に 対し 
て 「 調 べ る こと は な い 」 と 特別 委 は 言い 切り まし た 。 自ら 覚え 書き に 違反 し て お き な が ら そ れ に 対す る 説明 責任 を 全く 
打 た さ な い 特別 変 の 態度 は 、 学 部 当局 自ら 覚え 書き の 合意 を 放棄 し た も の と も 見 な さ ざ る を 待 な い 不 当 な も の で し た 。 


G 強 制 執行 当日 

8 月 2 2 日 、8 月 8 日 に 行わ れ た 催告 で 予告 され て いた と お り 、 強 制 執行 が か おこなわ れ ま し た 。 

早朝 か ら 、 執 行 に 向け た 準備 は 着 々 と 進め られ まし た 。 入 構 に 関し て は 検問 が 行わ れ 、 マ スコ ミ は 入構 が 許さ れず 、 
駒場 キャ ン パ ス を 外部 か ら 遅 断 す る こと で 、 強 制 執行 の 事実 を スム ー ズ に 、 隠 蔽 し た 形 で 進め る 環境 を 作り まし た 。 ま 
た 、 ガ ー ド マン が や っ て き て 、 フ ェ ン ス の あっ た あたり を 横 一 列 に 整 別 し 、 駒 場 寒 を 肉 の 壁 で 囲い まし た 。 和 驚い た こと 
に 、 そ うし て 非常 に 腹立たしい こと に 、 こ の と き 学 外 に は 大 量 の 機動 隊 が 待機 し て いた の で す 。 こ こ か ら 、 す こし で も 
泥 乱 が 起こ れ ば 、 直 ち に 機動 隊 を 学内 に 導入 し 、 私 た ち を 示 捕 し よう と いう 執行 官 お よび 学部 当局 の 態度 が 明らか に 見 
て と れ ま す 。 北 寮 前 に 座り 込み 抗議 する 私 た ちの 前 に 、 8 時 半 、 大 量 の ガー ド マ ン を 引き 連れ て 、 執 行 官 が や っ て 来 
まし た 。 執 行 官 は 、 抗 議 す る 私 た ち に は 全く 聞く 耳 を も た ず 、 ガ ー ド マン に 守ら れ な が ら 、 私 た ち に 迫っ つて きま し た 。 

私 た ち は 、 機 動 隊 が 私 た ち に 襲い か か る べく 待機 し て いる 中 で 、 や む お なく 銀杏 並木 に 場所 を 移し 、 強 制 執行 に 対し て 
断固 た る 抗議 を 行い まし た 。 

さら に 、 こ の 日 の 強制 執行 は 、 法 すら も 無視 し た 、 ま さ に 違法 な も の で し た 。 寮 内 に は 、 寮 内 に 居住 し て いる に も か 
か わら すず 右 有 認定 か ら も れ た 寮生 が 、 弁 護 士 と 共に 居住 部 屋 で 待機 し て いま し た 。 本 来 彼ら は 今回 の 強制 執行 に お ける 
明け 渡し の 対象 で は あり ませ ん 。 執 行 官 に 彼ら を 寮 か ら 追 い 出 す 湊 的 な 権限 は な い の で す 。 し か し 執行 官 は そん な こと 
は お 構い な く 、 寮 生 を 次 々 と 寮 外 に 連行 し て いき まし た 。 こ れ は 明らか に 違法 行為 で す 。 ま た 、 本 来 執 行 の 立ち 合い が 
認め られ て いる は ず の 弁護 士 も 、 次 々 と 排 際 さ れ て いき まし た 。 強制 執行 は 、 一 人 の 立会 人 も 認め られ な いま ま 、 暴 力 
的 に 、 違 法 な 形 で 押し 進め られ た の で す 。 


年 の 


学部 当局 は 、 駒 場 寮 を 完 上 無 きま で に 叩き の めす た め 、 司 法 権力 ・ 警 察 権力 と 結託 し て 、 強 制 執行 と いう 暴力 を 行使 
し まし た 。 こ こま で よっ て た か っ て 私 た ち を 潰し に か か っ た の は 、 そ れ が 駒場 寒 が 、 寮 自治 ・ 学 生 自治 の 撤 点 と し て か 
けが え の な いも の で あっ た か ら で す 。 そ うし て 、 馬 場 寮 の 「 廃 寄 」 と は まさ に その 寮 自治 ・ 学 生 自治 を 潰す た め の も の 
で あり 、 強 制 封 行 に 至る この 間 の 記 程 で その 性 格 が いよ いよ 明らか に な り ま し た 。 

そう し て 、 学 部 当局 は 、 マ スコ ミ に は 東大 記者 クラブ か ら 発 信 さ れ た 情報 を 垂れ 流し に させ 、 夏 休み 中 に 執行 を 行う 
こと に より 学生 の 目 を くら まし 、 学 生 自 治 潰し の 成果 は その まま に 、 駒場 寮 問題 の 歴史 に 幕 を 引 こ うと し て いる の で す 。 

私 た ち は 、 こ の 強制 款 行 に 至る 過程 に つい て 全く 反省 の 色 を 見 せ ず (その くせ 学生 に は 事実 を 償 載 し て ) 「 信 頼 関係 の 
回 復 」 云 々 と 学生 に 手 を さ し の べ る 学部 当局 に 対す る 批判 を 禁じ 得 ま せん 。 一 見 学部 当局 が 学生 に 歩み 寄っ て 手 を さ し 
の べた か の よう な この 「 提 案 」 も 、 こ の 1 0 年 の スパ ン 、 い や 夏休み 中 の み 見 て も 、 学 生 の 権利 は 大 幅 な 後退 を し て い 
る の に 、 学 部 当局 は 問題 が あたかも 夏休み 明け より 始ま っ た か の よう な 描き 方 を する の で す 。 学 部 当局 は 、 自 分 た ちこ 
そ 信頼 関係 を 損ね て いる 張本人 で ある こと を も っ と 自覚 し 、 自 己 批判 すべ き で す 。 


念 強制 執行 後 テン ト 村 で の 闘争 

強制 執行 に より 駒場 寮 か ら 叩 き 出さ れ た 私 た ち 有 場 寮生 は 、 駒 場 誠 横 に ある 明 寮 跡地 (9 7 年 の 仮処分 裁判 で 不当 に 
も 潰さ れ た 駒場 穴 の うち の 一 棟 。 明 寮 破壊 後 、 4 年間 何 も 建設 され ず 、 空 き 地 が 広がっ て いた ) に テン ト を 張っ て 生活 
と 運動 を は じ め ま し た 。 学生 投票 に 表 さ れ た 学生 の 声 が 無視 され 、 私 た ちの 話し 合い の 努力 が 結局 暴力 に よっ て 叩き つ 
ぶさ れ 、 そ の 事実 が 学生 、 広 く 周 開 一 般 に 明らか に され な いま ま 駒 場 察 問題 が 革 り 去ら れる こと は 、 絶 対 に 許せ な か っ 
た の で す 。1 0 年 間 の 学生 自治 に 対す る 攻撃 を 、 そ うし て 、 私 た ちの 寮 自治 、 私 た ちの 生活 、 私 た ちの 駒場 寮 の 破壊 を 、 
この まま 終わ ら せ る の は 許せ ませ ん で し た 。 だ か ら こ そ 私 た ち は 、 学部 当局 の 学生 自治 潰し の 攻撃 に 決し て 屈する こと 
な く 、 学生 自治 団体 で ある 駒場 寮 自 治 会 の 活動 を な ん と し て も 幼 続 する 決意 を 固め 、 テン ト 村 で 新た に 動き 出し まし た 。 

し か し な が ら 、 学 部 当局 は 、 強 制 執行 の 後に も 私 た ち 駒場 寮 自 治 会 に 対し て 不当 な 攻撃 を 加え 続け まし た 。 そ の 一 つ 
が 、「 荷 物 の 引き 渡し 問題 」 で す 。 

強制 執行 に お いて 、 収 用 され た 荷物 に 関し て は 、 執 行 官 は これ を 債務 者 に 対し て 引き 渡す 、 そ れ が 無理 で あれ ば これ 
を 保管 する 義務 が あり ます 。 し か し な が ら 学部 当局 は 、 荷 物 の 引き 渡し に 関し て 以下 の よう な 不当 な 条件 を 私 た ち に 課 
し て きま し た 。 . 


・ 六 本 木 に お ける 引き 渡し 

・ 引 き 渡 し 期 痢 は 9 月 6 日 まで 

・ 申 し 立て は 一 回 の み 

・ 引き渡し 期日 は 一 日 あたり 二 時 か ら 五 時 まで 、 全 計 三 日 間 等 


と ころ で 、 有 駒場 補 に あっ た 荷物 が どれ だ け 存 在 し た か と いう と 、 強 制球 行 の と き 、 人 夫 2 0 0 人 あま り が 丸 一 日 か け 
て よう や く 寮 外 に 運び 出し た くら い の 量 で す 。 ある 三鷹 特殊 委 に よる と 、「4 トン トラ ッ ク 数 十 台 分 」 に も の ぼる 量 で す 。 
さて 、 学 部 当局 が 私 た ち に 課 し て きた 条件 に よる と 、 私 た ち に は 合計 9 時間 の 時 靖 前 余裕 し か 残さ れ て いま せん 。 貧乏 
な 駒場 寮生 に は 、 2 0 0 人 の 人 夫 を 雇い 、 数 十 台 の トラ ッ ク を 借り る こと な ど で き る は ず が あり ませ ん 。 これ で は 引き 
渡し な ど 絶 対 に 不可 能 で す 。 

私 た ち は 学 部 当局 に 対し て か か る 条件 を 全面 的 に 見 直す こと を 要求 し た の で す が 、 執 行 官 が 決め た こと で 変更 不可 能 
で ある と の 一 点 張 り で 、 ほ と ん ど 実 質 的 な 議 歩 を 行い ませ ん で し た 。 


人 さい ご に 

学部 当局 は 、 今 で も 駒場 宰 自 治 会 に 対し て 不当 な 攻撃 を 加え 続け て いま す 。 こ の こと は 、 学 部 当局 の 「 廃 寮 」 の 本 当 
の 狙い が 、 決 し て 「 キ ャ ン パ ス 再 開発 」 な ど で は な く 、 学 生 自 治 紅 し で ある こと を 自ら 証明 する も の で す 。 私 た ち は こ 
うし た 攻撃 を 絶対 に 許さ ず 、 今後 と も 学生 自治 を 守る 取り 組み を 皆さん と と も に 継続 し て いく 決意 で す 。 


人 > 


駒場 宣 生 は 、「 テ ント 村 」 
で の 密 運 勤 に 何 を 見 る の か ? 


文責 駒場 志 委員 長 石田 精一郎 


構成 
] は じ め に 


2 駒場 寮 の 「 廃 宮 」 は 何 を 狙い 、 何 を も た ら す の か 


2-1 駒場 寮 「 廃 褒 」 の 真 の 狙い は 、 寮 自治 を 失わ せる こと で ある 
2-2 全国 の 自治 潰 し の 実態 
2-3 学生 自治 を 守る 必要 性 に つい て er 


3 学生 の 自由 な 活動 と それ を 支え る 学生 自治 を な ん と し て も 守り 抜く 


1 「 テ ント 村 」 の 建設 に 至る まで の 経緯 

ー2 「 駒 場 宮 で 行わ れ て いた クラ ス ・ サ ー ク ル 活 動 な どの 学生 の 自主 的 活動 
と それ を 支え て きた 駒場 寮 自治 会 の 自治 活動 の 継承 を 保障 する た め の 
暫定 施設 」 の 要求 と その 意味 

3-3 暫定 施設 建設 後 の 展 党 


1 は じ め に 


場 実 自 治 会 は 8 月 22 日 の 不当 な 強制 執行 に よ 
っ て 、 重 場 寮 から 叩き 出 き され て し まい まし た 。 し か 人 
し 、 駒 場 実 の 穴 生 は 、「 テ ント 村 」 を 作っ て 共同 生 : 
活 を 維持 し な が ら 、 寮 自 治 会 を 存続 させ る と いう 前 
代 未 開 の や り 方 で 、 生 活 の 場 を 奪わ れ た 後 も 、 穴 目 NN も 
全会 の 取り 組み を 続け る と いう 決断 を し まし た 。 そ 2 生計 2 あき も 科 ト 
し て 、 駒場 寮 の 寒 生 は 皆 、 寮 が な くろ うと も 引き 村 0 生 9 
き 寮 自 治 会 と いう 学生 自治 団体 と し て 学部 当局 と 和 款 課 受 
交渉 を し 、 学生 自治 団体 を 一 方 的 に 潰さ せ ず 、 この に 生 入 て の 、 2 
問題 を 話し 合い に よっ て 解決 する こと を 日 指し て 衝 考 議 に 、 
いま す 。 以下 で は 、 第 2 章 で 私 た ちの 問題 に 関す る 縛 訂 人 
考え 方 、 第 3 章 で それ に 基づく 方 針 に つい て 述べ て 
いき ます の で 、 和 是非 最後 まで お 読み 下さ い 。 


ネ う 


2 駒場 寮 の 「 廃 吉 」 は 何 を 狙い 、 何 を も た ら す の か 


2-1 駒場 喜 「 廃 宮 」 の 真 の 狙い は 、 喜 自治 を 失わ せる こと で あっ た 

教養 学部 当局 は 、 駒 場 寒 「 廃 窒 」 の 主 な 理由 と し て 、「 駒 場 密 の 老朽 化 」 や 「 キ ャ ン パ ス 
の 狭 陰 化 を 解消 し 、 再 開発 を 進め る た め 」 と いう よう な を 説明 し て きま し た 。 そ し て 、「 駒 
場 実 跡地 に つい て は 、 学 生 の 意見 を 聞く 」 と も 言っ て きま し た 。 と ころ が 、 こ の 教養 学部 当 
局 の 表向き の 理由 は 、 多 く の 矛 盾 点 を 含ん で いま す 。 

まず は 、 老朽 化 に 関し て で す が 、 和 場 志 は 、 一 級 建 築 士 の 診断 や 科学 的 な ユン クリ ー ト 調 
査 で も 、 建物 の 強度 が 十分 に 保 た れ て いる こと が 証明 され て いま す 。 駒場 寮 の 建物 が 証 ぼ ほけ 
て 見 える の は 、 建 具 な どの 痛み や すい 部 分 が 全く 補修 され て いな いた めで あり 、 そ の 資 任 は 、 
その た め の 予 算 を と ろう と し な か っ た 教養 学部 当局 に あり ます 。 診断 の 結果 、 改修 を お こ な 
えば 、 駒 場 容 は 少な く と も あと 数 十 年 間 は 使う こと が で きた こと が わか っ て いま す 。 

そし て 、 キ ャ ン パ ス 再 開発 の 関係 は 、 さ ら に つじ つま が 合わ な い 説 明 が 多く され て い LA 
そもそも 、 今 の キャ ン パ ス 計 画 は 、 駒場 寮 を 必ず 潰さ な けれ は いけ な い 根 拠 の お お も こ に 
っ て いる も の で す 。 そ れ が 、 変更 不可 能 だ か ら こ そ 、 馬 場 密 の 「 廃 寮 」 が 教本 学 部 当 ーー 
っ て は 、 あ る 程度 正当 化 さ れる も の で あっ た は ず で す 。 し か し 、 教 杖 学 部 当局 は その - 1 
学生 の 意見 を 採り 入れ て 変更 可能 で ある と いう 主張 も 同 時 に 行っ て いま す 。 ここ に 第 一 の 
盾 点 が あり ます 。 第 二 の 矛盾 点 は 、 学生 は 、 そ うい っ た 教養 学部 当局 の 主張 に 対し て 、- - 吐 
し て 駒場 密 の 存続 を 求め て いる こ ao は 、「 抜 本 政 覆 と 400 人 
振り 替え 提案 」 と いう 具体 的 な 解決 案 ま で 学 、 odere 
生 の 総意 と し て 示さ れ ま し た 。 し か し 、 7 月 の eu 。 間 識 
学部 長 と の 交渉 で は 、 事 前 に 用 意 さ れ た 一 方 生還 細 
的 な 退去 通告 が 配ら れる の み で 、 教 養 学部 当 識 
局 は 、 全 く 学 生 の 意見 を 採り 入れ る 姿勢 を 見 購 
せ ず 、 馬 場 寒 を 「 廃 窒 」 に する こと と 建物 を き 
取り 壊す こと は 変更 する 気 が な いこ と を は っ 
きり と 告げ ば まし た 。 強制 執行 後に 学生 自治 会 5 
が 出し た 。 馬 坦 察 建 物 を 用 途 を 変更 し て の 利 
用 に つい て も 、 検 討 すら し ませ ん で し た 。 実 
際 の この よう な 姿勢 か ら 学 生 の 意見 を 採り 入 
れる と いう の は 、 有 駒場 密 を 一 方 的 に 「 廃 究 」 
と する 際 に 学生 か ら の 反発 を 防ぐ た め の た だ 二 
の ポーズ で し か な か っ た と 言え る と 思い ます 。 還 RICE 
私 た ち が 、 交 渉 の 場 で その 矛盾 点 を 追及 する と 、「 す で に 、 三 鷹 に 宿 舎 を 統合 する こと に 
決め て 、 変 える 気 が な い の で 、 馬 場 密 を 残せ と 言わ れ て も で き な い 。」 と 学生 の 意見 を 聞か 
な いこ と に 対し て 開き 直る こと も 度々 あり まし た 。 

し た が っ て 、、 教養 学部 き 4 局 が 主張 し て いた 駒場 寒 を 表向き の 理由 は 、 決し て 合理 的 な 理由 
こし て 成り 立つ も の で! は あり ませ ん 。 そ し て 、 本 当 に それ だ けが 理由 で あれ ば 、 教 杖 学部 当 

局 は 、 電気 ・ が スス トッ プ や 重機 や ガー ド マ ン に に よる 力ずく で の 穴 生 叩 き 出 し 、 そ し て 、 機 
人 apaN 和 と いう 暴力 的 な 「 謝 央 」 化 を 数 人 円 規模 で 大 学 の 予算 を 削っ て 行う 
と と は で き な い は ず で す 。 

そこ で 、 大 学 の 予算 を 削っ つて まで 、 非 合理 的 な 「 廃 寮 」 を 強行 し た 理由 と し て 、 文 部 科学 
省 が 出し て いる 学生 自治 寮 潰し の 方 針 が 浮か び 上 が っ て きま す 。 文部 科学 省 は 、 旧 文 部 省 の 
時 代 に 以下 の よう な 文書 を 発表 し て いま す 。 


/ ぁ と る と 学 立 , 細 学 竹 に が と て 食 ・ 主 の 衝 疫 可 区 を 門 妖 する ため の も の で 女 な く , 
その 敵 局 少 芝 の ら 太 電 必 捧 朋 を 入 に つげ る と ころ だそ の 克 算 が あっ た 。/ / 学 学 工 万 の 匂 然 


人 


婦 意 謝 / に も と ブ ぐ 下劣 放 動 が 学 窪 の 配 だ 大 ちら 必 ま 7 て 。 ご と ご と だ ズ 学 の 稿 麗 方 婦 ご 巡 
立 す る よう に な っ た 。 そし と て 今 万 で 克 , 多 ぐ の 学 交 , 学 学 と と っ て 衣 訪 だ 序 奄 表 女 る 
の で な い ど と ごろ か, さ さ 誠 六 乾 争 の 痕 彰 と さそ み ら カ る よう 次 人 却 婦 災 藻 に ある 。// と 
を が っ て 今 区 一 角 の 大 学 と と て 克 , これ まで 学 臣 突 た と て きた 閥 誠人 銀 能 ん と て ,。 ぞ だ 
7 だ の る 方 妨 を と る ご と ちる 婦 要 で あろ フ 。/ 

/ ワ 文 務 君 必 史 表記 蟹 医 会 秀 少 万 佑 必 79Z/) よん ク 婦 大 / 


これ は 、 今 、 教 養 学部 で 行わ れ て いる サー クル 機能 は 、!「 キ ャ ン パ スプ ラ ザ 」 に 、 居 住 機 
能 は 三鷹 宿舎 に と いう よう に 機能 を 分 解 し て 、 さ ら に は 、 これ まで の 自治 が 行え な いよ うに 
する と いう 方 針 の 下敷 き に な っ た も の で す 。 こ の 方 針 は 、 後 に 新々 寮 化 政 人 策 と し て 具体 化し 、 
今 で も 同様 な 政策 が 採ら れ 、 教養 学部 当局 は 否定 し ます が 、 三鷹 宿舎 も その 規格 に そっ て 建 
設 さ れ て いる の は 明らか で す 。 この 方 針 は 、 学生 自治 が ある た め に 政府 が 進め よう と する 大 
学 の 「 改 革 」 が 進ま な い の で 、 学生 は 教員 の 指導 に 従順 に 従う よう に な る べき で ある と いう 
考え か ら 、 学 生 が 大 学 の 運営 に 関わ る 一 つ の 主体 と な る こと を 否定 し た 大 学 管理 方 針 の 一 部 
と し て 出さ れ た も の で す 。 そ し て 、 学 生 が 社会 に 対し て 口出し を する こと が な く 0 より に 。 
そう いう も の が 生ま れ て こない 環境 を つく る こと を 目指 し て いま す 。 この よう に 、 戦 委 の 反 
省 か ら 大 学 自治 が 確立 し 、 その 一 端 を 学生 が 担う よう に な っ た と いう 歴史 を 完全 に 無視 し 、 
全国 的 な 学生 自治 潰し が 始ま っ て いっ た の で す 。 

私 た ちの 東京 大 学 教養 学部 に お いて も 、1980 年 代 前 半 ム か ら 、 こ の 方 針 に 基づい た 寮 自 治 

“ g 潰し が 、 ま ず は 「 人 負担 区 分 」 の 押し つ 
け か ら 始 まっ て きま し た 。 そし て 、1991 
年 つい に 、 教 養 学部 当局 は 、 了 臨時 教授 
、 生還 会 で 学生 に 隠し た まま 「 廃 寮 」 を 決定 

培 sss し 、 有 駒場 寮 本 体 へ の 攻撃 を 開始 し た の 
で す 。 教養 学部 当局 は 、 こ の 文部 科学 
人 7 細 、。 洛 こ の 繋が り を いつ も 否定 し ます が 、 

。 昌 人 括 E す 時 を 同じ くし て 、 全 国 で 同様 の 自治 演 
0 敵 l し が お こっ て いる こと な どか ら 、 文 部 
本 科学 省 か ら 予 算 の 締め 付け な ど が 行わ 

放 れ 、 教 養 学 部 当局 も 駒場 穴 を 単独 で 潰 

し て き て いる の で は な く 、 文 部 科学 省 
用 の 方 針 に 従わ ざる を 得 ず に 、 足 並み を 
か 揃え て 学生 自治 を 潰し て き て いる と 考 
えら れ ま す 。 


2-2 全国 の 自治 潰し の 実態 

全国 的 に 見 る と 、 今 年 に 入っ て 、 学 生 自治 へ の 直接 的 な 攻撃 は どん どん 激化 し て いま す 。 
2 月 に は 山形 大 学 学寮 で も 強制 執行 に よっ て 寮生 が 強制 的 に 排除 され まし た 。 そ し て 、 早 
稲田 大 学 で は 、 地下 部 室 を 自主 的 に 管理 運営 し て いた 学生 を 、 大 量 の ガー ド マ ン に よっ て カ 
ずく で 追い 出し まし た 。 そし て 、 興 場 寮 へ の 明け 渡し の 強制 執行 の 直後 、 東北 大学 の 学生 寮 
へ も 何 の 代替 も な い 一 方 的 な 「 廃 褒 」 が 大 学 の 評議 会 で 決定 され 、 い ま 、 そ れ に 反対 する 取 
り 組 み が 行わ れ て いま す 。 また 、 山梨 大 学 で は 、 大 学 当局 が 定め た 基準 まで 単位 を 取っ て い 
な い 学 生 に 一 律 に 「 退 学 」 勧告 が な され る な ど 、 大 学 当局 の 意 に 添 わ な い 学 生 は 排除 する と 
いう 動き が 起こ っ て いま す 。 こ れ ま で に も 、 強制 執 行 に よっ て 「 廃 穴 」 に 追い 込ま れ た 学生 
自治 寮 や 、 大 学 当 局 の 攻撃 に 耐え る こと が 出来 ず に 「 廃 穴 」 に され た 自治 寮 は 多く 存在 し て 
お り 、 今や 、 戦後 と 同 程度 の 学生 自治 が 行わ れ て いる 学生 寮 は 非常 に 少な く な っ て き て いま 
す 。 そし て 、 つい に 、 箇 場 や 山大 学寮 の よう に 残っ た と ころ を 一 つ フー つ 順 に 潰し て いく とい 
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う 段 階 に まで 来 て いる の で す 。 

この 学生 自治 潰し の 激化 は 、 今 、 急速 に 進め られ て いる 大 学 再編 の 中 で 、 大 学 に 対す る 締 
め 付 けが 引 化 され 、 学 生 自治 に と ど ま ら ず 、 大 学 そ の も の が な く な っ て し まう 可能 性 が 生ま 
れ て いる こと に 起因 し て いる よう に 思い ます 。 今 の 政府 に よっ て 、 学問 の 自由 が 省 み ら れ な 
いま ま 、 大 学 が 訂 い 合わ され る よう な 体制 が 作ら れ て いく 中 、 各 大 学 が 生き 残っ て いく た め 
に は 、 大 学 当局 は 文部 科学 省 の 意向 に 逆らう こと が 出来 な い の で す 。 


2-3 学生 自治 を 守る 必要 性 に つい て 

「 独 立 行政 法人 化 」 な ど 、 現 在 進 め ら れ て いる 大 学 再編 は 、「 規 制 組 和 」 の 名 の 下 に 、 企 
業 が 大 学 を 使い や すく する と と も に 、 文 部 科学 省 の 大 学 に 対す る 締め 付け を 強化 し 、 大 学 が 
今 の 政府 の 方 針 の 桁 内 で し か 意見 を 発信 で き な く し て し まう 可能 性 が ある も の で す 。 そ うな 
っ て し まっ て は 、 学問 の 自由 は 全く 中 身 の な いも の に な り 、 大 学 自治 自体 が 完全 に 形骸 化し 
て し まい ます 。 ま た 、 こ の 再編 が 進み 、 大 学 に 競争 原理 が 導入 され る よう な 事 が あれ ば 、 学 
生 の 意見 が 全く 反映 され な いま ま 、 大 学 の 学費 が 大 幅 に 値上げ され 、 学生 の 学ぶ 権利 が 大 幅 
に 奪わ れる と と も に 、 大 学 の 利益 に な ら な い 学 生 の 自主 的 活動 な どの 課外 活動 は 大 学 競争 に 
と っ て 了 邪魔 者 扱い され 、 切 り 捨 て られ る こと に な りか ね ませ ん 。 

こ < の よう に 、 大 学 当局 は 、 大 学 自治 の 理念 に 反し て 、 実 際 は 様々 な 制約 を 受け て いま す 。 
残念 な が ら 、 そう いっ た 制約 の た め に 、 大 学 の 利益 を 確保 する 手段 と し て 学生 の 権利 を 切り 
挫 て る こと が 多々 ある の で す 。 そし て 、 そう いう 事態 は 今後 の 大 学 再編 の 中 で 増加 する こと 
が 予想 され ます 。 その よう な 現状 で 、 学生 が 自分 た ちの 権利 を 保持 し て いく た め に は 、 与え 
られ る も の を 享受 する だ け に と ど ま ら ず 、 自 分 た ちの 手 で それ を 獲得 し 、 行使 し 、 し すい 

く 必 要 が あり ます 。 そし て 、 学生 が 大 学 運営 に 参加 する 主体 と な れれ ば 、 大 学 自体 が 変 
有り と 
意見 を 発信 する こと が 出来 ます 。 そし て 、 以上 の よう な 事 を 達成 する 手段 と し て 長年 採ら れ 
て きた も の が 学生 自治 を 行う こと 、 つ まり 学生 が まとまっ て 意見 を 発信 する こと だ と 思い ま 
す 。 

大 学 構成 員 の 中 で 、 最 も 多い の が 学生 で す 。 大学 の 変質 が 急速 に 進展 する 現状 に 於 いて は 、 
出来 る 限り 多く の 学生 が 一 致し 、 大 学 再編 に 対し て 意見 する こと な し に 、 大 学 目 治 、 学問 の 
自由 を 守る こと は 難し いと 思い ます 。 そ し て 今 、 MERMEMEHEB 学 
生 の 問題 だ け に 留まら 
ず 、 大 学 再編 と いう より 
大 き な 流 れ を 決定 的 な 
も の に し て し まう と い 
っ に と と に 弟 が っ て ゆい 邊 
く 可能 性 が 大 きい の で 坦 M 
は な いか と 思い ます 。 そ ぞ 
し て 、 今 の 大 学 再 編 が し 葉 
めす 方 向 性 に 、 私 は 少な 詞 
く な い 人 危 恨 を 覚え ます 。 


9 年 机 を な ん と し て も 守り 抜く 


3- 1 「 テ ント 村 」 の 建設 に 至る まで の 経緯 

まず は 、 今 の 私 た ちの 方 針 を 述べ る 上 で 、「 テ ント 村 」 と いう 決断 を する まで の こと に つ 
いて 、 簡 単に 触れ た いと 思い ます 。 

7 月 12 日 の 学部 長 と の 交渉 以降 、 私 た ち は 、 駒 場 寮 が な く な る と し た ら 、 最 低 限 ど の よ 
うな 部 分 が 守ら れる 必要 が ある か と いう 事 を 議論 し て きま し た 。7 月 の 交渉 以降 、 私 た ち は 、 
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最低 の 部 分 が 守ら れれ ば いい と いう 考え で 、 自主 退去 提案 を 出し て 、 教養 学部 当局 と 交渉 を 
cv まし た 。 こ の 交渉 の 問 に も 、 夏 休み 中 で 学生 が いな い の を いい こと に 、 強 制 執行 と は 侍 
> 関係 の な い フ ェ ン ス を 、 多 数 の ガー ド マ ン を 率い て 、 酸 力 的 に 設置 する な ど 、 お 互い の 信 
題 に 基づく 交渉 を 破壊 する よう な 行為 を 教養 学部 当局 は 繰り 返し て きま し レ た < 

それ で も 私 た ち は 、 話し 合い を する と いい な が ら 、 暴力 に よっ て 寮生 に いう こと を 聞か せ 
よう と する 教養 学部 当局 に 対し て 、 怒り を こら えて 交渉 を 続け て きま し た 。 私 た ら は 、 こ の 
っ なあ まり に 強硬 な 教養 学 部 当局 に 対し て 、 私 た ちの 決意 を 示す た め に 中 寮 に 関し て は 
件 で 自 幸 退 去 を 決行 し まし た 。 し か し 、 教養 学部 当局 の 人 間 は 、 全く 譲歩 する 姿勢 を 移せ 
ず 、 私 た ち が 言 われ た 通り に 私 た ちの 要求 を 申 入 書 に まとめ て 提出 し て も 、 全く その 趣旨 を 
舞 加 し て 、 駒 場 寮 の 代わ り に 、86 可 の 小さ な 資料 室 と な る よう な 倉庫 な ら は つく る と と が 
言い ませ ん で し た 。 私 た ち が 、 そ ん な 86 m 程 度 の 倉庫 で 資料 を 整理 し た と ころ で 、 寮生 は 
も ちろ ん 、 学生 投票 に 参加 し た 多く の 学生 の 意見 は 全く 反映 され ませ ん 。 私 た ち は 、 交渉 に 
由来 る 限り 多く の 学生 の 意見 を 反映 させ る た め 、 多 く の 学生 が 来る 冬 学期 まで 交渉 の 結 本 を 
等 つよ うに いい まし た が 、 学生 が いな いう ち に 全て を 片づけ よう と する 教養 学部 当局 は 、 話 
し 合い の 途中 で 、 強 制 執行 の 申し 立て を 行い 、「 自 主 退 去 し た と し て も 、 強 制 執行 する 」 こ 
いう 信じ られ な い 態 度 で 交渉 を うち 切り 、 不 当 に も 8 月 22 日 に 強制 執行 を し まし た < 
た ち は 、 強制 執行 を 迎え る に 当たっ て 、 自 分 た ちの 生活 や 大 学 の 問題 、 学 生 自 拾 の 問題 
と 考え た 上 で 、 最 低 限 の 施設 に つい て どん な 事態 に な っ て も 求め る こと を 確認 し て いま し た < 
品 生 才 行 の 当日 まで は 、 逮捕 され る 寸前 まで 、 それに つい て の 交渉 を 求め て いま し た 。 そし 
て 、 幾 度 も 行わ れ た 会 議 に お いて 、 
強制 執行 され た と し て も 、 私 た ち を 
今 め た 学生 に と っ て 最低 限 必要 と 
する も の に 変わ り は な いと いう 結 
論 に 達し まし た 。 そし て 、 その 施設 
に つい て の 交渉 の 決着 が つく まで 、 
学内 に と どまり 、 話 し 合い を も と め 
て いく た め 、「 テ ント 村 」 の 和 設 と 
いう 道 を 寮生 全員 で 選ん だ の で す 。 時 
そし て 、 現在 は 、 教養 学部 当局 に 対 

し て 、 駒 場 寮 自治 会 と いう 学生 自治 縛 詞 
団体 を 認め て 交渉 を 行う よう に 要 績 績 較 凌 和 Si  。、. 
まし て いま す 。 そ し て 、 交 渉 で は 、 1 議 還 Seeey 、  、 い \ 
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次 の 節 で 説明 し て いる よう な 暫定 ご 
施設 を 、 当 面 は 求め る つも り で す 。 


3-2 「 昭 場 寮 で 行わ れ て いた クラ ス ・ サ ー ク ル 活 動 な どの 学生 の 自主 的 活動 と それ を 支 
し Yo 
意味 

馬 場 実 委員 会 は 、 こ の 節 の タイ トル に ある よう な 暫定 施設 を 教 差 学部 当局 に 求め る 忌 近 

案 を 学生 自治 会 正副 委員 長 と 共同 で 代 議 員 大 会 に 提出 し 、 賛 成 多数 で 可決 し まし た 

ー の 暫定 施設 要求 は 、 駒場 寮 で 行わ れ て いた 活動 を 、 今後 の 新た な 施設 建設 の 前 に 暫 定 的 

に 保障 する た め に 、 早 期 建設 可能 な プレ ハブ 程度 の 仮 施設 を 建設 する こと を 求め る も の で す 。 

その 施設 は 、 駒 場 寮 の よう に 学生 が 自主 管理 する こと で 、24 時 間 学 生 が 自由 に 使え る 活動 

施設 と な る こと を 想定 し て いま す 。 必 ず し も 、 居 住 施設 で な く と も 構い ませ ん 。 
教養 学部 当局 と の 交渉 に よっ て 、 こ の よう な 暫定 施設 が 建て られ る 意味 は 大 きく 分 け て 、 

ー つ あぁ る と 思い ます 。 一 つ は 、 駒場 寮 で 行わ れ て いた 活動 が 、 途切れ る こと な く 続 けら れる 

こと 、 も う 一 つ は 、 前 章 で 触れ た 学生 自治 が 最低 限 守 られ る 事 で す 。 
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近年 は 「 ク ラス ルー ム 」 と し て 使わ れる こと が 多く な り ま し た が 、 駒場 穴 で の 学生 の 自主 
的 活動 は 、 学生 が クラ ス ・ サ ー ク ル な どの 要 を 越え た 友人 関係 を 作り 、 そ こ で 出来 た 友人 と 
と も に 新入 生 歓 迎 フ ェ ス ティ バル や 駒場 祭 な ど 何 か ー つ の 事 に 取り 組む こと で お 互い の 親 
睦 を 深め 、 充実 し た 学園 生活 を 送る 上 で 重要 な 役割 を 持っ て いま し た 。 だ か ら こそ 、 教養 学 
部 当局 が 一 方 的 に 「 廃 寒 」 を 宣言 し た 後 も 、 多 く の 学 生 に 使用 され て 来 た の だ と 思い ます 。 

こ の よう な 自主 的 活動 の 場 が 、 こ れ ま で 数 十 年 間 保障 され て いた に も 関わ ら ず 、 今年 、 何 
の 代替 も な く 突 如 奪 われ て し まえ ば 、 来年 以降 に 入学 する 学生 は も ちろ ん 、 今 の 学生 に と っ 
て も 、 大 学 で 得 ら れる は ず だ っ た が 得 ら れ な いと いう こと に な りか ね ませ ん 。 そ の 意味 で 、 
暫定 施設 の 建設 は 、 意 味 の あ る も の だ と 思い ます 。 

そし て 、 学生 自治 の 問題 に 関し て は 、 教養 学部 当局 は 、 駒場 寮 自 治 会 と の 話し 合い が ま と 
ま ら な か っ た こと を 理由 に 、「 廃 寮 」 を 強行 し 、 そ の 後 、 駒 場 寮 自 治 会 と いう 自治 団体 を 認 
め な いと いう 立場 に 立っ て いま す 。 し か し 、 も と も と 認め られ て いた 学生 自治 団体 を 、 一 方 
的 に な いも の と し て 、 認め な いと いう の は 、 学生 自治 を 根本 か ら 認め な いと いう こと と と 同じ 
こと で は な いで し ょ うか 。 教 養 学部 当局 の 言い 分 は 、「 駒 場 寮 が な く な る と と も に 馬 場 寮 目 
治 会 の 役割 は な く な っ た の で 、 駒場 寮 自 治 会 は 正式 な 自治 団体 と し て 認め られ な い 」 どい う 
も の で す 。 一 見 当たり 前 の こと の よう に 聞こ えま す が 、 そ も そ も 、 馬 場 寮 を な くす と いう 湊 
定 を し た の は 、 教養 学部 当局 で あり 、 こ こ で いわ れ て いる こと は 、 駒場 寮 を 「 廃 褒 」 と 決め 
れ ば 、 その 学生 自治 団体 は な いも の と し て 扱う こと が 出来 る と いう こと で す 。 この 論理 が 通 
れ ば 、 あ ら ゆ る 自治 団体 に つい て 、 話し 合い を 持た ず に 潰す こと が 出来 て し まい ます 。 た と 
えば 、 駒場 祭 を や め る こと を 教養 学部 当局 が 決め れ ば 、 その 時 点 で 騙 場 祭 委 員 会 と の 交渉 は 
な く な り 、 学生 は その 決定 に 対し て 何 も い うこ と が 出来 な く な り ま す 。 こ れ で は 、 学生 は 目 
分 た ちの 権利 を 自分 た ち で は 守る こと は で きま せん 。 必ず 、 大 学 当局 に 与え られ る 得 囲 内 で 
物事 を 進め な けれ ば いけ な く な り ま す 。 

ー の よう な 駒場 寮 「 廃 穴 」 の 論理 は 、 学 生 自 治 の 存在 すら 揺るが す も の だ と 思い ます 。 私 
た ち は 、 こ の よう な 論理 を 拒否 し 、 教養 学部 当局 と の 話し 合い に よっ て 、 暫定 施 設 を 獲 答 し 
て 駒場 実 自 治 会 を 継承 し 、 寮 が な く と も 駒場 寮 で の 学生 自治 を 活か し て 、 今 ま で の 駒場 穴 と 
同様 に 学生 の 自主 的 活動 の 保障 を 通じ て 、 学 生 自治 を 発展 させ る 取り 組み を 行 お うと 考え て 
いま す 。 


3-3 暫定 施設 建設 後 の 展望 

残念 な が ら 、 暫定 施設 が 新しい 居住 施設 と な る 事 は 非常 に 難し いと 考え て いま す 。 暫定 施 
設 が 建設 され た 後に は 、 駒場 寮 で の 活動 を 暫定 で は な く 、 恒常 的 に どう 保障 し うる の か を 考 
えて いき た いと 思っ て いま す 。 ど うか 私 た ちの 取り 組み に ご 理解 を お 願い し ます 。 
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テン ト 村 訪問 記 


11 月 の 日 付 が 11 日 か ら 12 日 に 変わ ろう と し て いる 頃 、2 ヶ月 半 ぶ り に 駒 
場 に 来 た 。 あ の 8 月 22 日 の 強制 執行 は 絶対 に 忘れ る こと は で き な い が 、 今 
回 も 駒場 宮 に 来 て 驚い た 。8 月 下旬 に あっ た テン ト 村 が 、 信じ られ な いよ う 
な 成長 を 遂げ て いた の だ 。 鉄 パ イプ が が っ し り と 組ま れ 、 そ こ に 屋根 や 壁 が 
作ら れ 、 中 に 入る と ど で か い 部 屋 に 畳 や ら ソ ファ ー な ん か が 敷 か れ て いる 。 
ドア や 窓 も みん な 手作り だ 。 そん な 長屋 が そこ に あっ て 、 お まけ に カフ ェ ま 
で も 再建 し よう と し て いた 。 本 当 に すご い 。 そこ で の 生活 を 余儀 な くさ れ て 
いる 駒 寮 生 の 皆さん に は 申し 訳 無い が 、 内 心 秘密 基地 みた いで か っ こい いと 
思っ そし まっ た …。 

し か し 、 こ こま で する に は 有 駒 寮生 の と て つも な い 苦 労 が あっ た に 違い な い 。 
強制 執行 直後 の テン ト 村 で 数 日 を 過ごし た が 、 そ の 時 に 今 の 長屋 の 最初 の 連 
組み を 手伝っ た 。 下 と 格闘 し な が ら の 作業 は 本 当 に 大 変 で 、 思 っ た より も は 
か どら な か っ た 。 そう いっ た 記憶 が あっ た か ら 、 今 回 の この 建物 の 出来 に な 
お さら 驚き 、 そ れ を 作り 上 げた 駒 寮 生 に 感心 し て し まっ た 。 また 、 外 か ら 眺 
め て いる だ け で は 分 か ら な い 、 実 際 に 住ん で みて の 不 自由 さ が あ る は ず で 、 
その 占 を 乗り 越え て 現在 も 生活 し て いる 駒 寮 生 の バイ タリ ティ ー は 本 当 に 
すこ い 。 

な ぜ 、 駒 実生 が ここ まで が ん ば れる の か を 考え て みる と 、 それ は 彼ら が 目 
分 達 の 生活 だ け を 考え て いる わけ で は な いか ら だ ろう 。 ク ラス ルー ム や カフ 
ェ な ど に 見 られ る よう に 、 駒 場 喜 は 駒場 キャ ン パ ス の 学生 みん な に 開か れ た 
場 で あっ た 。 そこ で は 学生 同士 で 交流 で きた り 、 駒場 祭 の 準備 が で きた り し 
て 、 本 当 に 駒場 寮 の 存在 意義 は 大 きか っ た 。 そう いっ た 駒場 穴 が 果たし て き 
た 役割 を 忘れ ず 、 その 部 分 を 含め た 再建 を 目指 し て いる か ら こ そ 、 駒 褒 生 が 
ここ まで や れ た と 思う 。 

本 来 で あれ ば 、 駒 場 喜 の 強制 執行 な ん て こと 自体 が 許さ れる わけ が な く 、 
大 学 は 寮 と し て 学生 の 生活 を 保証 する 必要 が ある は ず だ 。 そ の よう な 問題 の 
本 質 を 抜き に し て 現状 は 語る こと が で きず 、 その 点 か ら 東 大 当局 は 、 一 刻 も 
早く 駒場 穴 の 代替 施設 を 用 意 す ベ べき で ある 。 し か し 、 今 回 駒場 の 長屋 を 見 て 、 
代替 施設 獲得 の その 日 まで 発展 を 続け る に 違い な いと 思っ た 。 が ん ば れ 有 駒場 
寮生 ! 

(文責 山形 大 学 学寮 自治 会 
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2001 年 「 秋 の 有 駒場 穴 祭 」 へ の アビ ピー ル 


東京 大 学 駒場 族 の 皆さん 、 及 び 、 有 駒場 察 祭 へ 参加 の 皆さん こん に ち は 。 山 形 大 学 学寮 
自治 会 で す 。 今 年 も 秋 の 駒場 寒 祭 が 行わ れる と 聞い た の で アピール を 送り ます 。 

現在 、 駒 場 実は 白い フェ ンス に 囲ま れ て 「 取 り 壊 し 」 が 行わ れ て いま す 。 そ し て 隣 の 
明 実 跡地 で は 駒場 窪 生 が 「 テ ント 村 」 と し て 生活 し て いま す 。 皆 さん は この 「 テ ント 村 」 
を どう 思い ます か ? いろ いろ 思う と ころ が ある と は 思い ます が 一 番 重要 な こと は 、 有 内 場 
寒 生 は 駒場 才 から 「 叩 き 出さ れ た 」 た め に 、 テ ント 村 生 活 を 余儀 な くさ れ て いる と いう 
こと で す 。 有 駒場 寮 を は じ め 「 学 生 寮 」 は 経済 的 困 徐 者 で も 貧富 の 差 無 く 大 学 で 「! 学 ぶ 」 
こと を 保障 する 厚生 施設 で す 。 ま た 、 有 駒場 寒 は 前 述 し た 厚生 施設 と し て だ け で は な く 、 
学生 が 2 4 時 間 自 由 に 使え る 学生 の 自治 ・ 自 主 活動 の 場 と し て も 重要 な 役割 を 果たし て 
いま し た 。 学生 も 「 ク ラス ルー ム 」 と し て 有 場 寮 を 使用 で きた り 、「 カ フェ 」 で は 交流 も 
行え まし た 。 こ の よう に 、 有 駒場 寒 を 厚生 施設 と し て 成り 立た せ 、 学 生 の 自治 ・ 自 主 活動 
の 場 と し て 保障 され て きた の は 、 こ れ ま で 胸 電 穴 生 に こよ うっ て 同 場 察 の 日 主管 理 ・ 自 主 運 
営 が 行わ れ て きた か ら で す 。 

し か し 今年 の 夏 、 教 養 学部 当局 に よる 駒場 寮 へ の 「 強 制 執行 」 が 行わ れ 、 AP 
寒 か ら 暴力 的 に 「 叩 き 出さ れ 」 ま し た 。 こ の こと に よっ て 寮生 は 生活 の 場 を 失い 、 学 

に と っ て も 自治 ・ 自 主 活動 の 場 が 付 われ まし た 。 BE 
っ た 以上 、 お 金 の な い 学 生 に と っ て 寮 か ら 「 叩 き 出さ れる 」 と いう こと は 、 学 生生 活 を 
維持 で きる か 否 か と いう こと に も 関わ っ て くる の で す 。 し か し 、 駒 場 寒 か ら 「 叩 き 出 さ 
れ た 」 学 生 全 員 が 住居 の 確保 を 行う こと は 至難 の 業 で す 。 ま し て 、 家 賃 が 高い 東京 で は 
尚更 の こと で す 。 故 に 、 住 居 の 確保 が 厳し い 寮 生 は 明 実 跡地 で テン ト 村 と し て 自力 で の 
生活 を する し か な い の で す 。 

教養 学部 当局 は 寮生 と 真 束 に 話し 合う こと な く 寮 生 を 「 追 い 出す 」 た め に 寮 の 電気 や 
ガス を 止め る と いう 人 権 侵害 、 学 内 に お ける 話し 合い 解決 を 放棄 し て の 明け 渡し 裁判 、 
そし て 大 量 の 暴力 ガー ド マ ン を 使っ て まで 駒場 実 の 「 強 制 執 行 」 を 行い まし た 。 そ し て 
「 強 制 執行 」 に よっ て 多く の 寮生 の 生活 の 場 を 、 さ ら に は 学生 の 自治 ・ 自 主 活動 の 場 を 
奪っ て お き な が ら 、 な ん の 代替 施設 も 保障 し て いま せん 。 こ の よう な 非 人 道 的 か つ 教 育 
的 配慮 に 全く 欠け た 学生 自治 潰し は 東京 大 学 だ け で は な く 、 全 国 的 に 進め られ て いる の 
で す 。 事実 と し て 駒場 察 同様 に 私 た ち 山 形 大 学 学寮 自治 会 も 200 1 年 2 月 に 「 自 治 潰 
し 」 の 「 強 制 執行 」 を 受け まし た 。 私 た ち 学 察 自治 会 は 駒場 寮 と 同じ く 究 の 自主 管理 
自主 運営 を 行う 、 即 ち 寮 を 自治 寮 と し て 成り 立た せ て いま し た 。 し か し 、 山 形 大 学 当局 
は 寮 の 改修 を 理由 に 実 の 電気 ・ が ス ・ 水 と いっ た ライ フラ イン を 一 方 的 に 遮断 し 、 裁 判 
に 訴え 、 警 察 機動 隊 ま で を 使い 私 た ち を 寮 か ら 「 叩 き 出し た 」 の で す 。 そ し て 山形 大 学 
当局 は 改修 後 の 寮 に お ける 自治 会 の 結成 、 及 び 自 治 権 に つい て は 認め て いま せん 。 最 近 
に な っ て 山形 大 学 学 寮 、 東 京 大 学 駒場 寒 と いう 自治 寮 が 潰さ れ 、 現 在 で は 東北 大 学 有朋 
察 が 正 に 潰さ れ よ うと し て いま す 。 ま た 、 有 駒場 寮 と 同時 期 に 早稲 田 大 学 で は 学生 が 自由 


いう)】 


に 使え た サー クル 部 室 が 強制 的 に 「 閉 鎖 」 さ れ ま し た 。「 閉 鎖 」 の 理由 は 新 学 館 が 出来 た 
事 な の で す が 、 そ の 新 学 館 は 監視 カメ ラ が 設置 され た り 、 出 入り が チェ ッ ク さ れ 記 録 に 
残さ れ た り 、 使 用 時 間 が 制限 され た り と 、 学 生 の 自由 な サー クル 活動 を 規制 強化 する も 
の で す 。 こ の よう に 駒場 穴 だ け で は な く 、 全 国 的 に 自治 寮 や 学生 の 自治 ・ 自 主 活動 の 場 
が 「 ま と も な 話し 合い 」 す ら 持 た れ な いま ま 強 行 的 に 困 力 的 手段 で 潰さ れ て いる の で す 。 
この 問題 の 背景 に は 、「 国 の 方 針 」 と し て 現在 各 大 学 で 進め られ て いる 「 大 学 再編 」 が 関 
て ーーー ント mA 
は 省き ます 。 

駒場 密生 は 「 強 制 執行 」 後 も 大 学 再編 に 反対 し 、 学 内 に 自治 寮 及 び 学 生 の 自治 ・ 自 主 
活動 の 場 を 再建 し よう と 頑張 っ て いま す 。 テ ント 村 は その よう な 学生 の 自治 ・ 自 主 活動 
の 場 の 再建 を 目指 す 駒 場 寒 生 の 意思 表示 で も あり 、 学 内 に 学生 の 自治 ・ 自 主 活動 の 場 を 
再建 する まで の 暫定 的 な も の な の で す 。 ま た 、 胞 場 寒 の 他 に も こう いっ た 全国 的 に 

の 権利 で ある 学生 自治 を 守 ろ う 、 確 立 し よう と いう 取り 組み は 行わ れ て いま す 。 私 た ち 
山形 大 学 学寮 自治 会 も 「 強 制 執行 」 を 認め ず に 問題 は 終わ っ て いな いと 考え 、 改 修 後 の 
寒 を 自治 寮 に する た め に 動い て いま す 。 駒場 穴 生 と 私 た ち が 同 じ く 学生 の 自治 ・ 自 主 活 
動 の 場 を 再建 し よう と し て いる の は 、「 強 制 執行 一 廃 穴 」 に よっ て 礁 わ れ た 学生 の 権利 を 
取り 戻す た め に は や は り 自 治 ・ 自 主 活動 の 場 の 再建 が 不可 欠 で ある か ら で す 。 何故 な ら 
学ぶ 権利 を は じ め と し た 学生 の 権利 を 具体 的 に 保障 し て いく た め に は 、 や は り 学 生 自身 
が 自ら の 権利 を 主張 し 、 守 っ て いく こと が で きる 場 や 制度 的 保障 が 不可 欠 で ある か ら で 
す 。 それ が 私 た ちの 言う 自治 察 で あり 、 駒場 寮 の 言う 自治 ・ 自 主 活動 スペ ー ス な の で す 。 
こう し た 場 を 再建 させ て いく 事 に よっ て 、 学 生 の 権利 を 回 復 、 そ し て 発展 させ て いく ぐ く 事 
が で きる の で は な いで し ょ うか 。 

故に 、 駒 場 宏 に 掛け られ た 問題 は 駒場 実 だ け の 問題 で は な く 、 東 大 生 全 体 、 更 に は 全 
国学 生 に 掛け られ た 問題 で や る の で 、 基 非 皆さん に も 関心 を 持っ て 欲し いと 思い ます 。 
そし て 、 現 在 駒 場 寒 生 の 行っ て いる 自治 の 再建 は 東大 生 全体 の 問題 で も ある の で 、 先 ず 
は 駒場 究 問 題 に 関心 を 持っ て 考え て も らい た いも の で す 。 皆 さん の 中 に は 「 テ ント 村 は 
普段 は 目 に 入り は する けど 、 中 に 入る の は 上 茂 し い 」 と か 「 テ ント 村 で 生活 し て いる 人 人 は 
何 を 考え て いる の か 」 な ど 思 っ て いる 人 も いる と は 思い ます が 、 そ の た め に も 馬 場 寮 祭 
は 良い 機会 だ と 思い ます 。 普段 は な か な か 持て な い 駒 場 実生 と の 交流 の 場 が 保障 され て 
いま すし 、 駒 場 客 生 も 皆さん と の 交流 を 欲し て いる か ら こ そ 、 有 内 場 寮 祭 を 行う の で す 。 
最後 に 、 当 日 は 私 た ち も 山 形 か ら 参 加 し よう と 考え て いま す の で 、 皆 さん 交流 し まし 
ょ う 。 そ し て 駒場 穴 生 の 皆さん 、 2 0 0 1 年 秋 の 駒場 寒 祭 が 大 成功 と な る よう 、 頑 張っ 
て くだ さき いり 。 


山形 大 学 学寮 自治 会 


駒場 寮 祭 に 寄せ て 


東大 生 の 皆さん 、 そ し て 何より 駒場 穴 に 関わ る すべ て の 皆さん 。 
台風 の 暴風 雨 の 中 、 私 た ち が 不 当 に も 駒場 寮 か ら 排除 され た 8 
2 2 強制 款 行か ら は や 3 ヶ月 が 経ち まし た 。 し か し な が ら 、 禁 力 
的 に 叩き 出さ れ た くやし さ 、 駒場 寮 と いう 空間 を 失っ た 奈 し さ は 
今 も 全く 薄れ る こと が あり ませ ん 。 

住居 を 失い な が ら も 、 テ ント 村 を 形成 し 、 自治 会 存続 に 向け た 
闘い を 続け て お られ る 駒場 寮生 の 皆さん に は 頭 の 下がる 思い で 
す 。 そ の よう な 中 、 駒 場 寮 祭 が 開催 され る と 聞き 、 た い へ ん うれ 
し く 思 いま す 。 遠く 京都 か ら も 連帯 の 意 を 表明 し た いと 思い ます 。 
振り 返 れ ば 2 0 0 1 年 と いう 年 に は 、2 月 の 山形 大 学 学 察 、8 
月 の 駒場 寮 と 立て 続け に 自治 寮 潰し が 強行 され まし た 。 また 現在 
も 数 多く の 自治 寮 ノ 自 治 団体 が 存続 の 危機 に 立た され て いま す 。 
こう し た 一 連 の 寮 自治 学生 自 治 に 対す る 攻撃 の 背 基 に は 、 文部 
科学 省 三 国 の 大 学 に 対す る 管理 強化 の 意図 が ある の は 明日 で す 。 
経済 的 弱者 に 高等 教育 を 受け る 機会 を 保証 する 、 厚生 施設 と し て 
の 学生 察 を 廃止 する こ と は 、 国家 に よる 弱者 切り 捨て に 他 な り ま 
せん 。 ま た 、 学生 の 自主 的 で 自由 な 表現 活動 の 場 と し て の 自主 管 
理 空間 を 否定 する こと は 、 個人 の 心 の 中 に まで 国家 が 介入 する こ 
と を 意味 し ます 。 私 た ち は 断 じ し て この よう な こと を 認め る こと は 
で きま せん 。 

こう し た 国家 的 な 管理 強化 の 風潮 に 抗 し て 、 あ くま で 目 治 を 主 
張 し 闘っ て ゆく に あたっ て 、「 ま つり 」 と いう 形態 は た い へ ん 有 
効 で ある と 思い ます 。「 秩 序 」 を 転倒 させ 、 あ ら ゆ る 既成 概念 を 
根底 か ら 問 い 直 す 場 と し て 、 そ し て 何より 楽し い イ ベン ト と し て 
自治 と は 本 質 的 に 楽し いも の で ある は ず だ か ら 一 一 駒場 
究 祭 が 成功 の うち に 行わ れる こと を 心から 願っ て や み ま せ ん 。 
そし て また 、 駒場 密 を は じ め 全 国 の 自治 を 志向 する 皆さん と 今 
後 も と も に 闘っ て ゆき た いと 思い ます 。 


京都 大 学 吉田 寮 窯 生 有志 
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監督 ・ 土 本 典 昭 熊谷 博子 だ アプ ドゥ ル - ラ ティ ー フ 


1989 年 /16mm/ カ ラー ン 116 分 記録 社 ・ シ グロ 作品 
山形 国際 ドキ ュ メ ンタ リー 映画 東京 国際 映画 ・ 女 性 映画 週間 
ベル リン 国際 映画 正 式 抱 待 作品 


〇 シル クロ ー ド の 十字 路 = ア フ ガ ニス タン を 内 仙 か ら 深 く 喘 し 出し た 日 本 最初 の 映画 、 そ れ 
* こ の 「 よ み が え れ カ レー ズ 』】 で ある 。 撮影 は お も に 1988 年 者 か ら 秋 、 内 温 の き な か に あっ 
て 、 そ の か げ で 生き る 人 々 の 姿 を カメ ラ は 執 提 に 追い か ける 。 帰国 し た 難民 家族 、 困 難 な 生 
活 に 国 え る 奏 た ち 、 カ レー ズ (地下 水 ) の 水 を 総 や さき な いよ うに 懸命 な 農民 、 黙 々 と モス ク 
を 修復 する 職人 、 和 解 工作 を 計る 元 反 政 府 ゲ リラ 指揮 者 、 そ し て 、 戦 火 に 打ち ひし が れる こ 
と も な く 有 眉 し く 育 つ 子 ども た ち …。 

村人 DS EAA 1990 年 代 の アフ ガン - を 
ラ 諸 派 間 の 争い 、 そ し て 21 世 紀 、 
は 米国 の 同時 発 テロ 事件 の 報復 
蔵 争 で ある 。 この 国 の 民衆 は ずっ と 
さま ざま な 武装 権力 に 謀 弄 きれ て き 
た 。 い ま 改 め て この 映画 を 見 直す と 、 
民族 に 何 千年 も 命 を 与え つづ け て き 
た カレ ー ズ (地下 水 ) の よう に 復興 
し て ほし い 、 戦火 か ら 立 ち 直 っ て は ほ 
し いと いう 作 答 た ちの 思い が ひし ひ 
し ょ 伝わっ て くる 。 
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画 闘 汗 支援 カン パ を よろ し く お 願 いし ます 


駒場 応 自 治 会 は 現在 、 財 政 的 に 厳し い 中 で 活動 を 継続 し て いま す 。 私 た ち 有 駒場 寮 自 治 会 の 取り 組み を 継続 し て い 
く た め に 、 こ れ か ら 厳 し い 冬 を 乗り 切る た め に も 、 ど うか ご 支援 を よろ し く お 願 いし ます (カン バ パ は 寮 祭 期間 中 に 
直接 、 も し く は 郵便 振替 口座 「00180-7-186782 東京 大 学 駒場 穴 」 ま で )。 
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